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．
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【
要
約
】
，
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
は
最
近
多
く
の
研
究
者
の
論
争
の
対
象
と
な
っ
た
。
と
く
に
蒙
文
資
料
の
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
解
釈
か
ら
は
か
な
り
異
っ
た

結
論
が
で
た
。
私
は
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
を
め
ぐ
る
人
々
の
行
動
や
性
格
を
蒙
文
・
漢
文
両
資
料
を
対
比
し
な
が
ら
検
討
し
た
結
果
、
蒙
文
資
料
は
ダ
ヤ
ソ
・

カ
ー
ン
の
妃
と
な
っ
た
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
を
中
心
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
業
績
を
讃
美
す
る
あ
ま
り
、
史
実
を
ゆ
が
め
る
説
話
化
が
行
な
わ
れ
た
と

考
え
る
。
空
文
資
料
に
よ
る
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
は
本
名
を
バ
ト
ム
ソ
ケ
と
い
っ
た
と
あ
る
が
、
史
実
の
バ
ト
ム
ソ
ケ
は
イ
ス
マ
イ
ル
に
擁
立
さ
れ
て
カ
ー

ン
位
に
つ
き
、
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
と
結
婚
し
た
弟
の
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ
（
後
の
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
）
と
数
年
間
二
勢
力
に
分
れ
て
対
立
し
た
。
結
局
一
四
八
六
・

八
七
年
に
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
と
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
側
が
勝
ち
を
え
て
、
一
四
八
八
年
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
は
正
式
に
カ
…
ソ
位
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
＝
㎜
巻
六
号
　
一
九
七
〇
年
一
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
な
か
で
も
昭
和
三
十
四
年
発
表
し
た
「
達
延
汗
に
つ
い
て
」
は
、

　
　
　
ま
え
が
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
U
避
窪
嶋
畠
窪
は
モ
ン
ゴ
ル
史
上
で
重
要
な

人
物
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
資
料
の
上
で
不
明
な
点
が
多
く
、
特
に

蒙
文
漢
文
両
資
料
の
桐
違
が
大
き
い
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く

の
学
者
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。

　
本
格
的
に
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
研
究
を
行
な
っ
た
の
は
和
田
清
民

氏
の
四
十
年
に
お
よ
ぶ
研
究
の
帰
結
と
し
て
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
私
は
昭
和
三
十
八
年
初
「
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ソ
の
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

究
」
を
発
表
し
、
和
田
氏
の
説
に
反
論
し
漢
文
資
料
に
よ
っ
て
、
ダ

ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
即
位
年
、
死
亡
年
、
治
世
年
お
よ
び
事
業
な
ど
に

大
幅
な
修
正
を
試
み
た
。

　
こ
れ
か
ら
俄
か
に
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
論
争
が
活
綴
化
し
た
。
ま
ず
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④

翌
三
十
九
年
置
松
村
潤
氏
が
私
の
説
に
対
し
て
書
評
の
形
で
乱
文
資

料
を
根
拠
に
反
論
し
、
ほ
ぼ
和
田
説
を
支
持
し
た
。
　
つ
づ
い
て
翌

四
十
年
七
月
佐
藤
長
氏
は
本
誌
に
「
ダ
ヤ
ン
カ
ー
ソ
に
お
け
る
史
実

　
　
⑤

と
伝
承
」
を
発
表
し
た
。
佐
藤
民
は
こ
れ
ま
で
の
漢
文
資
料
に
よ
る

研
究
成
果
を
基
礎
に
し
て
、
未
解
決
の
聞
題
点
を
明
確
に
し
な
が
ら

蒙
文
資
料
、
と
く
に
『
蒙
古
源
流
』
を
中
心
に
精
細
な
分
析
を
行
な

っ
た
。
そ
の
結
果
、
実
在
の
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
に
つ
い
て
は
私
の
説

と
あ
ま
り
変
ら
な
い
が
、
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
前
後
の
人
物
や
事
件
を

明
確
に
し
、
当
時
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
情
勢
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
蒙

文
資
料
の
伝
承
性
を
解
明
し
た
。

　
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
昭
和
四
十
年
十
二
月
差
四
十
一
年
三
月
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

回
に
わ
た
っ
て
岡
田
英
弘
氏
が
「
ダ
ヤ
ソ
・
ハ
ガ
ソ
の
年
代
」
と
題

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
説
に
反
論
を
試
み
た
。
岡
田
氏
は
上
文
資
料
を

　
　
　
⑦

よ
り
多
く
、
十
種
類
に
及
ん
で
資
料
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、

形
式
の
面
か
ら
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
生
年
、
即
位
年
、
死
亡
年
な
ど

に
論
及
し
た
。

　
岡
田
氏
の
説
に
は
論
旨
の
点
で
賛
成
し
か
ね
る
所
が
多
い
が
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
難
解
と
云
う
よ
り
説
話
的
で
史
料

と
し
て
信
頼
性
に
乏
し
い
と
さ
れ
て
き
た
蒙
文
資
料
に
対
し
て
の
佐

藤
・
岡
田
両
氏
の
研
究
は
大
い
に
学
界
に
刺
激
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。　

私
も
最
近
小
文
資
料
を
再
検
討
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
両
氏
の
説
を

参
考
に
し
て
み
た
が
、
要
文
資
料
に
対
す
る
評
価
或
は
解
釈
の
点
で

は
両
氏
の
説
と
か
な
り
異
っ
た
結
論
を
え
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
相
違

点
を
発
表
し
、
併
せ
て
蒙
文
資
料
に
よ
る
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
研
究

を
保
留
に
し
て
お
い
た
先
の
私
の
「
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ソ
の
研
究
」
の
後

篇
と
し
て
の
責
を
果
し
た
い
と
思
う
。

噛
　
ボ
ル
タ
の
即
位
と
死
亡
年

　
蒙
文
資
料
に
よ
る
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
は
例
え
ば
蒙
古
源
流
で
は
、

甲
申
（
天
順
八
年
、
一
四
六
四
）
に
生
れ
、
黒
帯
（
滅
字
六
年
、
一
四
七
〇
）

に
即
位
し
、
癸
卯
（
嘉
靖
二
＋
二
年
、
一
五
四
三
）
に
死
ぬ
ま
で
八
十
才

の
生
涯
を
送
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
が
て
れ
ま
で
の
諸
研
究
で

あ
ま
り
に
長
す
ぎ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
生
涯
を
究

め
る
た
め
に
は
、
前
後
の
関
係
か
ら
問
題
を
次
第
に
狭
め
て
決
定
す

る
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
以
前
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
う
え
か
ら
も
、
ま

た
こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
も
、
マ
ソ
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
寓
き
α
義
巳
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ρ
畠
震
に
つ
い
て
は
大
き
な
問
題
は
な
い
。
マ
ソ
ド
グ
ル
は
、
蒙
古

源
流
で
癸
未
の
年
に
即
位
し
、
五
年
間
在
位
し
て
丁
亥
の
年
に
死
亡

し
た
。
こ
れ
は
十
干
の
加
え
か
た
を
誤
っ
た
の
で
、
実
際
に
は
、
乙

未
（
二
化
十
一
年
、
一
四
七
五
）
即
位
、
乙
亥
（
成
獣
十
五
年
、
一
四
七
九
）

死
亡
と
す
る
の
が
正
し
い
。
　
『
ア
ル
タ
ソ
・
ト
プ
チ
』
に
は
未
詳
に

即
位
、
亥
年
に
死
亡
と
あ
り
、
更
に
『
明
実
録
』
に
も
成
化
十
五
年

七
月
庚
辰
（
蒙
古
品
質
・
四
喜
貰
）
に
、

　
　
麺
北
満
都
魯
・
飢
加
思
爾
一
死

　
　
　
　
　
で
ソ
ド
グ
ル

と
あ
っ
て
、
満
都
魯
の
死
亡
年
は
、
三
者
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
問
題
は
マ
ン
ド
グ
ル
以
後
に
あ
る
。
佐
藤
氏
の
研
究
も
ダ
ヤ
ン
・

カ
L
ソ
そ
の
も
の
よ
り
、
マ
ソ
ド
グ
ル
以
後
か
ら
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン

前
後
の
相
関
関
係
に
重
点
が
お
か
れ
、
岡
田
氏
の
研
究
も
、
　
「
卜
赤

に
至
る
四
代
の
紀
年
」
に
研
究
の
中
心
が
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
も
両
者
は
、
蒙
文
資
料
に
対
す
る
解
釈
が
異
な
り
、
結

論
も
か
な
り
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
佐
藤
氏
は
マ
ン
ド
グ
ル
の
後
に
ボ
ル
タ
じ
ご
0
5
＝
を
あ
げ
、
即
位

は
成
化
十
五
年
（
一
四
七
九
）
、
死
は
七
化
十
八
年
（
一
四
八
二
）
と
す

る
。
ボ
ル
タ
に
続
い
て
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
切
ρ
葺
旨
9
σ
q
吋
⑦
を
あ
げ
、

即
位
は
成
化
十
八
年
（
一
四
八
一
一
）
、
死
は
成
化
二
十
三
年
へ
一
四
八
七
）
。

続
い
て
バ
ヤ
ン
ム
ン
ケ
b
d
墜
鎧
日
9
σ
q
吋
Φ
即
ち
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン

を
あ
げ
、
即
位
は
成
化
二
十
三
年
（
一
四
八
七
）
、
死
は
正
徳
十
四
年

（一

ﾜ
一
九
）
と
す
る
。
そ
の
あ
と
、
バ
ル
ス
ボ
ロ
ト
　
切
諌
ω
げ
巳
。
◎

の
即
位
、
ボ
デ
ィ
ア
ラ
タ
ゆ
。
巳
巴
誤
の
即
位
を
加
え
、
結
論
と

し
て
、
蒙
古
源
流
の
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
は
、
実
在
し
た
バ
ト
ム
ソ
ケ

と
バ
ヤ
ソ
ム
ン
ケ
と
ボ
デ
ィ
ア
ラ
タ
の
一
部
を
加
え
た
三
代
の
事
蹟

を
合
揉
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
・

　
岡
田
氏
は
、
蒙
文
資
料
で
は
マ
ソ
ド
グ
ル
以
後
に
、
ω
ボ
ル
タ
親

王
　
②
ダ
ヤ
ン
．
・
カ
ー
ン
　
㈲
　
．
ハ
ル
ス
ボ
ロ
ト
　
ω
ボ
デ
ィ
ア
ラ
タ

の
四
代
が
記
さ
れ
、
漢
文
資
料
で
は
、
ω
把
禿
猛
可
　
②
伯
顔
猛
可

③
阿
着
　
ω
ト
赤
　
の
四
代
が
記
さ
れ
て
い
る
と
し
、
こ
の
う
ち
、

③
と
ω
は
確
に
一
致
す
る
か
ら
、
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
私
や
佐
藤
氏
も

す
で
に
明
ら
か
に
し
た
）

　
　
結
局
応
化
二
十
三
年
死
の
小
王
子
は
ボ
ル
タ
親
王
、
次
の
馬
顔
猛
可
王

　
　
が
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
に
当
る
こ
と
は
疑
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
（
岡
田
㈹
・

　
　
四
七
五
頁
）

と
結
ん
で
い
る
。
そ
の
閥
に
何
ら
蒙
文
・
漢
文
資
料
の
相
関
関
係
と

か
資
料
批
判
を
し
て
い
な
い
。
岡
田
氏
の
論
理
か
ら
言
え
ば
、
ω
で
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バ
ト
ム
ソ
ケ

ボ
ル
ク
が
把
禿
猛
可
に
あ
た
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
明
ら
か
な
誤
り

で
あ
る
。
ま
た
岡
田
氏
に
よ
れ
ば
把
禿
猛
可
の
存
在
が
無
視
さ
れ
た

と
も
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
和
田
氏
は
は
じ
め
「
二
人
の

ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
」
、
　
「
謎
の
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
」
な
ど
で
ダ
ヤ
ソ
・

カ
ー
ン
は
バ
ト
ム
ン
ケ
・
バ
ヤ
ン
ム
ン
ケ
兄
弟
二
人
の
総
称
と
云
い
、

後
に
バ
ト
ム
ソ
ケ
こ
そ
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
な
り
と
し
て
最
も
苦
心
さ

れ
た
所
で
あ
り
、
私
は
漢
文
資
料
で
逆
に
弟
．
ハ
ヤ
ン
ム
ン
ケ
こ
そ
ダ

ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
な
り
と
し
、
佐
藤
氏
は
、
実
在
の
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン

は
バ
ヤ
ン
ム
ソ
ケ
で
あ
る
が
蒙
文
資
料
は
故
意
か
誤
り
か
明
ら
か
で

な
い
が
三
人
の
事
蹟
を
合
せ
た
も
の
と
し
た
。
結
局
こ
れ
ま
で
の
研

究
は
蒙
文
漢
文
両
資
料
に
見
え
る
バ
ト
ム
ン
ケ
の
解
釈
が
焦
点
と
な

っ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
岡
田
氏
は
こ
の
点
に
つ
い

て
何
ら
触
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
特
に
蒙
文
資
料
を
解
釈
す
る
場
合

に
は
、
バ
ト
ム
ン
ケ
即
ち
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
と
す
る
説
し
か
で
て
い

な
い
か
ら
、
甚
だ
疑
問
に
思
わ
れ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
佐
藤
・
岡
田
両
氏
と
も
マ
ソ
ド
グ
ル
以
後
ボ
ル

タ
が
即
位
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
私

に
と
っ
て
は
、
両
者
の
一
致
し
た
ボ
ル
タ
に
実
は
第
一
の
問
題
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
ボ
ル
タ
の
解
釈
の
差
が
、
そ
の
後
の
情
勢

分
析
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ボ
ル
タ
に
つ
い
て
少
し

詳
し
く
述
べ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
⑧

ま
ず
、
蒙
古
源
流
の
ボ
ル
タ
に
つ
い
て
の
記
述
を
見
る
と
、

　
ω
マ
ン
ド
グ
ル
が
ボ
ル
タ
に
ジ
ノ
ン
の
称
号
を
与
え
、
両
人
和
合

　
　
し
、
離
散
し
た
六
万
人
を
収
掩
し
安
撫
し
た
。

　
②
コ
ン
ゴ
ラ
イ
ρ
o
切
σ
q
咽
9
巴
　
が
マ
ソ
ド
グ
ル
と
ボ
ル
タ
の
離
間

　
　
策
を
施
し
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。

　
㈲
イ
ス
マ
イ
ル
H
ω
日
鉱
岡
が
両
者
の
離
間
策
を
は
か
っ
た
と
こ
ろ
、

　
　
マ
ソ
ド
グ
ル
は
ボ
ル
タ
を
疑
い
、
イ
ス
マ
イ
ル
を
派
遣
し
た
。

　
　
ボ
ル
タ
は
逃
げ
た
が
イ
ス
マ
イ
ル
は
シ
ギ
ル
の
喧
目
夫
人
を
め

　
　
と
っ
た
。
　
　
　
，
　
　
－

　
ω
ボ
ル
タ
と
シ
ギ
ル
夫
人
と
の
間
に
バ
ト
ム
ン
ケ
が
生
ま
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
そ
の
後
ボ
ル
ク
ニ
十
九
才
の
と
き
バ
ヤ
ン
ム
ン
ケ
が
生
れ
た
。

　
⑤
ボ
ル
タ
三
十
一
才
の
と
き
、
ケ
リ
エ
ら
五
人
に
殺
さ
れ
た
。

以
上
の
五
項
目
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
こ

と
は
ボ
ル
タ
の
即
位
の
記
事
が
な
く
、
そ
の
即
位
が
疑
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
さ
て
、
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
に
は
、
ボ
ル
タ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
て
い
る
か
と
言
う
と
、

　
　
そ
の
の
ち
ボ
ル
ク
ジ
ノ
ソ
が
猪
の
年
に
大
島
に
つ
い
た
。
　
（
な
お
｝
年
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を
経
て
）
マ
ソ
ヂ
グ
ル
と
ボ
ル
タ
の
二
人
は
六
万
戸
を
殺
し
た
。

と
あ
る
。
こ
の
場
合
に
大
寒
を
カ
ー
ン
位
と
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
ボ

ル
タ
と
マ
ソ
ド
グ
ル
と
は
協
力
関
係
に
あ
り
、
マ
ソ
ド
グ
ル
の
死
ん

だ
猪
の
年
（
己
亥
・
成
苗
十
五
年
）
の
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
以
前
で
あ
り
、
蒙
古
源
流
の
ω
の
内
容
に
相
当
す
る
か
ら
大
位

は
ジ
ノ
ソ
位
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
記
事
に
つ
づ
い
て
、
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
は
、
蒙
古
源
流
の
②

に
相
当
す
る
離
閾
策
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
中
で
コ
ン
ゴ
ラ
イ
が
マ

ソ
ド
グ
ル
に
言
っ
た
言
葉
と
し
て
、

　
　
カ
ー
ン
の
御
薄
の
ボ
ル
ク
ジ
ノ
ン
様
は
、
カ
ー
ン
の
エ
ケ
カ
バ
ル
ト
ユ

　
　
ン
ゲ
ソ
く
①
滞
ρ
ρ
び
舘
貯
“
α
口
σ
Q
σ
q
①
⇒
妃
を
奪
お
う
と
し
て
居
ら
れ
ま
す
。

な
ど
、
す
べ
て
マ
ソ
ド
グ
ル
に
は
カ
ー
ン
を
つ
け
な
が
ら
ボ
ル
タ
に

は
ジ
ノ
ソ
を
つ
け
て
い
る
。
ジ
ノ
ソ
は
中
国
語
の
親
王
か
ら
取
っ
た

も
の
で
カ
ー
ン
で
は
な
い
。
そ
の
後
は
、
蒙
古
源
流
の
③
に
当
る
記

事
が
や
や
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
中
で
ボ
ル
タ
に
関
係

の
あ
っ
た
人
物
と
し
て
ベ
ケ
リ
ス
ン
じ
d
爵
曾
訪
雪
が
重
要
な
役
割
を

演
じ
、
イ
ス
マ
イ
ル
は
直
接
に
は
で
て
こ
な
い
な
ど
の
桐
違
が
あ
る

が
、
根
本
的
に
は
大
差
な
い
。
つ
づ
い
て
は
、
ω
の
記
事
が
な
く
、

⑤
の
記
事
が
虎
の
年
と
し
て
で
て
く
る
。

　
以
上
に
よ
る
と
、
ボ
ル
タ
が
カ
ー
ン
位
に
就
い
た
と
い
う
決
定
的

な
根
拠
が
な
い
こ
と
と
、
ボ
ル
タ
の
記
事
は
マ
ン
ド
グ
ル
在
世
中
の

も
の
が
多
く
、
マ
ソ
ド
グ
ル
死
後
に
関
す
る
積
極
的
な
記
事
が
な
い

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
佐
藤
・
岡
田
両
氏
の
蒙
文
資
料
に
よ
る
ボ
ル

タ
在
位
説
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
疑
間
が
存
す
る
ζ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
漢
文
資
料
と
く
に
明
実
録
を
参
照
し
て
見
よ
う
。
ボ
ル
タ
は

漢
文
資
料
の
牽
羅
忽
或
は
学
羅
忽
太
子
な
ど
に
当
る
こ
と
は
、
和

⑪
　
　
　
⑫

田
・
佐
藤
の
諸
氏
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
牽
羅
と

李
忽
、
と
く
に
牽
羅
乃
王
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
同
一
人

か
ど
う
か
な
お
疑
問
と
思
わ
れ
る
者
が
存
在
す
る
。
と
も
あ
れ
、
成

化
七
年
七
月
落
子
（
蒙
古
篇
四
・
二
一
八
頁
）
に
は
、

　
　
麺
受
配
羅
紗
井
臨
加
思
蘭
遣
使
臣
完
者
都
貢
馬
。

と
あ
り
、
明
に
朝
貢
し
た
。
こ
の
時
の
他
の
一
人
糺
加
思
蘭
は
、
ア

ル
タ
ソ
ト
プ
チ
の
べ
ケ
リ
ス
ソ
で
、
彼
は
は
じ
め
そ
の
部
下
三
四
百

人
を
率
い
て
ト
ル
フ
ァ
ン
に
居
て
、
遊
牧
掠
奪
を
こ
と
と
し
、
た
め

に
西
域
か
ら
の
朝
貢
使
節
は
か
れ
に
苦
し
め
ら
れ
た
と
い
う
。
智
術

あ
り
、
用
兵
を
喜
ぶ
と
評
さ
れ
た
。
天
順
年
間
に
は
明
朝
に
も
使
者

を
派
遣
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
成
化
五
・
六
年
頃
に
東
向
し
て
、
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こ
の
七
年
七
月
に
ボ
ル
タ
と
と
も
に
朝
貢
し
た
。
田
村
実
造
氏
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
と
こ
の
頃
か
ら
オ
ル
ド
ス
に
根
拠
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
モ
ン
ゴ

リ
ア
内
の
内
戦
に
従
事
し
た
り
、
時
に
明
の
辺
境
に
侵
入
し
た
り
、

そ
の
動
き
は
烈
し
く
明
実
録
に
か
な
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
、
家

柄
と
し
て
は
良
く
は
な
い
が
当
代
第
一
の
実
力
者
で
あ
っ
た
。
家
柄

第
一
の
ボ
ル
タ
と
結
托
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
両
者
が
行
動
を
共
に

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　
こ
れ
に
対
し
て
マ
ソ
ド
グ
ル
は
、
蒙
文
資
料
に
は
ボ
ル
タ
の
叔
父

と
か
兄
と
か
と
記
さ
れ
て
い
て
、
家
柄
と
し
て
は
良
い
方
で
あ
る
ら

し
い
が
、
ボ
ル
タ
と
の
関
係
は
疑
わ
し
い
。
明
実
録
に
は
じ
め
て
そ
の

名
前
が
で
て
く
る
の
は
成
化
九
年
五
月
庚
子
（
蒙
古
見
応
・
三
二
三
頁
）
で
、

　
　
命
来
降
蓮
北
満
都
魯
太
子
平
章
夏
型
帖
子
児
為
広
東
広
州
前
衛
正
千
戸
。

と
あ
る
。
つ
づ
い
て
、
成
化
九
年
十
月
壬
申
（
蒙
古
篇
四
・
三
三
七
頁
）
の
、

陳
西
参
綾
軍
務
左
都
御
史
王
越
の
上
奏
文
の
一
節
に
、

　
　
九
月
十
二
日
満
都
魯
・
学
羅
忽
・
飢
曲
管
蘭
三
酋
は
河
套
よ
り
で
て
西

　
　
路
を
分
冠
す
。

と
あ
り
、
マ
ソ
ド
グ
ル
と
ボ
ル
タ
と
ベ
ケ
リ
ス
ソ
の
三
者
が
オ
ル
ド

ス
を
中
心
に
、
合
流
し
協
力
体
制
に
入
っ
た
こ
と
を
知
る
。

　
し
か
る
に
、
成
化
十
一
年
の
後
半
か
ら
事
情
は
変
っ
て
来
た
。
こ

の
年
は
前
述
し
た
よ
う
に
マ
ン
ド
グ
ル
が
可
汗
の
位
に
つ
い
た
年
で
、

そ
の
事
情
は
、
後
の
十
五
年
五
課
程
午
（
蒙
古
四
四
・
四
一
…
九
買
）
に
、

　
　
臨
舶
芝
蘭
乃
与
衆
商
議
、
欲
立
崇
魯
忽
太
子
為
可
汗
、
而
以
己
女
癖
之
、

　
　
夕
立
己
為
皇
師
。
学
魯
忽
不
敢
当
、
譲
其
叔
満
都
魯
。
糺
加
思
議
乃
以

　
　
己
女
妻
満
都
魯
為
可
汗
、
己
為
太
師
。

ど
あ
り
、
ボ
ル
タ
が
マ
ン
ド
グ
ル
に
位
を
譲
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
あ
る
程
度
事
実
を
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
づ
い
て
、

成
化
十
一
年
八
月
丁
亥
（
蒙
古
篇
四
・
三
七
四
頁
）
に
は
、

　
　
蓮
北
満
都
魯
・
既
加
思
繭
、
板
忽
猛
可
丞
相
遣
使
臣
桶
恰
阿
漕
忽
平
章

　
　
等
来
朝
羅
馬
。

と
あ
り
、
マ
ン
ド
グ
ル
と
べ
ケ
リ
ス
ソ
が
明
に
朝
貢
し
て
い
る
。
同

じ
九
月
己
酉
（
蒙
古
篇
四
・
＝
毛
四
頁
）
で
は
、

　
　
命
満
都
魯
王
及
糺
三
思
蘭
進
貢
使
臣
…
…
。

と
あ
っ
て
、
礼
部
で
は
マ
ソ
ド
グ
ル
を
王
と
し
て
待
遇
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
同
年
十
月
己
卯
（
蒙
古
篇
四
・
三
七
五
頁
）
で
は
、

　
　
勅
英
国
公
張
懸
等
日
、
北
虜
満
都
魯
悟
立
名
号
、
併
呑
別
送
。

と
あ
り
、
こ
の
名
号
は
可
汗
で
、
す
で
に
明
の
君
主
憲
宗
自
身
マ
ソ

ド
グ
ル
が
可
汗
を
称
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
つ
づ
い
て
十
二
年

四
月
丙
子
（
蒙
古
篇
四
・
三
七
九
頁
）
に
は
、
監
察
御
史
醜
為
題
言
の
言
と
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し
て
、

　
　
近
者
、
虜
盈
自
称
可
汗
、
既
加
思
蘭
亦
自
称
太
巻
。

と
あ
っ
て
、
マ
ン
ド
グ
ル
可
汗
、
ベ
ケ
リ
ス
ン
太
師
は
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
。
　
他
方
ボ
ル
タ
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
　
ボ

ル
タ
が
再
び
で
て
く
る
の
は
、
退
化
十
二
年
十
月
戊
戌
（
毅
古
篇
四
・
三

九
五
頁
）
で
、

　
　
時
有
被
虜
者
、
還
報
、
北
虜
讐
殺
、
及
欲
蛮
人
入
貢
、
又
云
満
都
魯
・

　
　
乱
加
思
蘭
殺
学
羅
忽
及
満
都
知
院
翫
可
等
～
二
人
、
前
後
事
情
不
同
。

　
　
⑭

と
あ
り
、
突
如
と
し
て
ボ
ル
タ
が
マ
ン
ド
グ
ル
と
べ
ケ
リ
ス
ソ
に
殺

さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
内
容
は
先
に
述
べ
た
蒙
古
源
流
の

㈲
㈲
お
よ
び
特
に
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
の
マ
ソ
ド
グ
ル
と
ボ
ル
タ
と
の

離
間
策
が
成
功
し
、
ボ
ル
タ
が
マ
ン
ド
グ
ル
と
べ
ケ
リ
ス
ン
軍
に
追

わ
れ
て
、
殺
さ
れ
た
事
実
と
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同

じ
記
事
の
「
人
を
遣
し
入
貢
せ
ん
と
欲
す
」
と
い
う
の
は
、
事
実
と

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
翌
十
三
年
二
月
丁
丑
（
蒙
古
篇
四
・
三
九
九
頁
）

と
い
う
か
ら
、
報
告
か
ら
三
ケ
月
あ
ま
り
後
に
は
、

　
　
蓮
北
虜
酋
満
都
魯
・
乱
加
思
蘭
各
玉
垣
入
貢
、
命
太
監
雪
平
指
揮
楊
銘
、

　
　
奉
勅
往
大
同
、
会
同
鎮
守
総
兵
等
官
、
訳
待
来
京
。

と
あ
り
、
マ
ソ
ド
グ
ル
と
べ
ケ
リ
ス
ン
の
使
者
が
大
同
に
来
た
。
結

局
朝
貢
は
三
月
己
巳
（
蒙
古
篇
四
・
四
〇
〇
頁
）
に
実
現
し
た
が
、
前
述

の
情
報
の
正
確
さ
が
知
ら
れ
る
。

　
つ
づ
い
て
、
等
化
十
四
年
七
月
翁
飴
（
蒙
古
篇
四
・
四
一
八
頁
）
の
兵
部

尚
書
余
子
俊
の
上
奏
に
よ
る
と
、

　
　
兵
部
尚
書
余
子
俊
奏
、
宣
府
送
来
降
虜
乃
買
忽
至
、
訳
知
、
携
酋
満
都

　
　
魯
・
砒
湘
思
蘭
等
事
情
不
一
、
縁
此
虜
占
拠
河
套
退
遁
未
々
、
又
弄
瓦

　
　
刺
幹
失
三
木
児
猛
該
等
讐
敵
、
遠
処
沙
漠
、
重
三
本
心
。
今
聞
崇
羅
忽

　
　
已
為
軋
加
思
蘭
所
殺
。

と
あ
り
、
再
び
ボ
ル
タ
が
ベ
ケ
リ
ス
ソ
に
殺
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
今
度
の
情
報
提
供
者
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
来
降
者
で
あ
る
。

そ
の
情
報
で
あ
れ
ば
、
確
実
性
も
高
く
、
工
度
ま
で
ボ
ル
タ
の
死
が

報
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
死
が
ほ
ぼ
確
実
と
み
て
よ
い
。

　
さ
て
、
そ
の
後
明
実
録
で
は
、
二
化
十
五
年
五
月
庚
午
（
蒙
古
篇
四

・
四
二
九
頁
）
に
、

　
　
芸
北
乱
加
東
蘭
三
井
族
暮
雨
思
馬
下
所
殺
。

と
あ
り
、
ベ
ケ
リ
ス
ソ
が
イ
ス
マ
イ
ル
に
殺
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
、

更
に
同
年
七
月
差
辰
（
同
・
四
三
二
頁
）
に
は
、

　
　
蓮
北
満
都
魯
・
乱
加
思
蘭
已
死
。

と
あ
り
、
マ
ン
ド
グ
ル
も
ま
た
成
化
十
五
年
に
死
亡
し
た
。
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以
上
の
ボ
ル
タ
を
め
ぐ
る
事
情
を
明
実
録
を
中
心
に
蒙
文
資
料
で
補

い
つ
つ
要
約
す
る
と
、

　
　
成
化
十
　
年
に
マ
ン
ド
グ
ル
・
ボ
ル
タ
・
ベ
ケ
リ
ス
ソ
三
者
妥
結
し
て

　
　
マ
ン
ド
グ
ル
が
カ
ー
ン
位
に
つ
い
た
。
し
か
し
間
も
な
く
第
三
の
有
力

　
　
老
ベ
ケ
リ
ス
ン
が
離
間
策
を
施
し
て
第
二
の
有
力
者
ボ
ル
タ
を
追
討
し

　
　
た
。
ボ
ル
タ
は
直
接
に
は
ケ
リ
エ
ら
五
人
に
成
化
十
二
年
に
既
に
殺
さ

　
　
れ
た
。
そ
の
際
イ
ス
マ
イ
ル
は
巧
み
に
ボ
ル
タ
の
逃
げ
た
あ
と
を
襲

　
　
い
、
夫
人
を
捕
え
て
結
婚
し
た
。
今
度
は
第
三
の
有
力
者
と
な
っ
た
イ

　
　
ス
マ
イ
ル
が
第
二
の
有
力
者
に
昇
進
し
た
ベ
ケ
リ
ス
ン
を
成
化
十
五
年

　
　
に
攻
め
殺
し
た
。
間
も
な
く
マ
ソ
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
も
死
亡
し
た
。

と
な
る
。
こ
の
説
が
成
り
立
ち
う
る
と
す
れ
ば
、
佐
藤
・
岡
田
両
氏

が
マ
ソ
ド
グ
ル
死
後
、
ボ
ル
タ
が
即
位
し
た
と
い
う
説
は
誤
り
と
云

う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
一
つ
の
問
題
が
残
る
。
そ
れ
な
ら

ば
何
故
一
文
資
料
は
さ
き
に
死
ん
だ
ボ
ル
タ
を
あ
た
か
も
マ
ン
ド
グ

ル
の
後
継
者
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
間
題
を
解
明
す
る
に
は
、
マ
ソ
ド
グ
ル
の
夫
人
で
あ
っ
た
マ
ソ

ド
カ
イ
セ
チ
ェ
ン
・
カ
ト
ン
窯
ρ
昌
α
爲
ρ
巴
ω
Φ
α
①
昌
ρ
ρ
讐
ゆ
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
こ
の
夫
人
に
つ

い
て
述
べ
よ
う
。

ニ
　
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
の
再
婚
説
話

　
ま
ず
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
の
略
歴
を
蒙
古
源
流
に
よ
っ
て
調
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

み
る
と
、
彼
女
は
ト
メ
ト
の
チ
ョ
ロ
グ
バ
イ
テ
ム
ル
6
0
8
畷
σ
鉱

富
目
葺
丞
相
の
娘
と
し
て
生
れ
、
　
マ
ソ
ド
グ
ル
に
嫁
い
だ
。
　
た
だ

し
マ
ソ
ド
グ
ル
に
は
べ
ケ
リ
ス
ソ
の
娘
で
エ
ケ
カ
バ
ル
ト
ユ
ソ
ゲ
ソ

と
い
う
第
一
夫
人
が
い
て
、
彼
女
は
第
二
夫
人
も
し
く
は
小
夫
人
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
マ
ン
ド
グ
ル
と
第
一
夫
人
と
の
間
に
ぽ
子
供

が
な
く
、
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
と
の
間
に
は
二
人
の
女
子
が
生
れ
た
。

長
女
の
ボ
ロ
グ
チ
ソ
切
。
目
。
職
冒
は
べ
ケ
リ
ス
ン
に
嫁
ぎ
、
次
女
の

エ
シ
ケ
国
ω
騨
Φ
は
コ
オ
サ
イ
・
タ
ブ
ナ
ン
グ
ρ
o
霧
巴
3
9
冨
⇔
σ
Q

に
嫁
い
だ
。

　
マ
ソ
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
が
死
ぬ
と
、
彼
女
は
し
ば
ら
く
し
て
、
ボ

ル
タ
の
子
バ
ト
ム
ソ
ケ
と
再
婚
し
た
。
そ
の
時
彼
女
は
三
十
三
才
、

バ
ト
ム
ソ
ケ
は
七
才
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
こ
れ
は
影
野
の
年
（
二
化

六
年
・
一
四
七
〇
、
こ
の
年
数
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ

う
に
誤
り
で
あ
る
が
、
他
と
の
関
係
も
あ
る
の
で
資
料
を
そ
の
ま
ま
引
用
し

て
お
く
。
以
下
も
同
じ
）
で
あ
る
。
彼
女
と
工
番
目
の
主
人
と
の
間
に

は
、
七
人
の
子
供
が
生
れ
た
。
ト
ロ
ボ
ロ
ト
8
0
愚
げ
2
0
創
と
ウ
ル45 C783）



ス
ボ
ロ
ト
d
冨
ω
げ
9
0
岱
の
双
生
児
は
壬
寅
の
庶
人
成
化
十
八
年
二

四
八
二
）
と
い
う
か
ら
、
結
婚
後
十
二
年
、
主
人
が
十
九
才
、
彼
女

は
四
十
五
才
。
次
の
ト
ロ
ル
ト
公
主
6
曾
2
慈
㎝
言
“
一
と
バ
ル
ス

ボ
ロ
ト
ヒ
d
錠
易
σ
9
0
α
の
双
生
児
は
甲
辰
の
年
（
成
三
二
＋
年
・
一

四
八
四
）
と
い
う
か
ら
主
人
が
二
十
一
才
、
彼
女
は
四
十
七
才
。
そ

れ
に
つ
づ
い
て
ア
ル
ス
ボ
ロ
ト
跨
唇
ω
σ
o
δ
Q
独
り
が
生
れ
、
更
に

ア
ル
チ
ュ
ボ
ロ
ト
と
α
⊆
げ
。
δ
仙
と
ワ
チ
ル
ボ
ロ
ト
！
＜
鰹
戦
げ
○
δ
α

の
双
生
児
は
三
三
の
年
（
弘
治
三
年
・
一
四
九
〇
）
と
い
う
か
ら
、
主

人
が
二
十
七
才
、
彼
女
が
五
十
三
才
の
時
の
子
供
で
あ
る
。
こ
の
間
、

自
ら
軍
を
率
い
て
出
征
す
る
な
ど
強
い
性
格
の
持
主
で
あ
る
。

　
さ
て
、
蒙
古
源
流
・
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
に
は
ボ
ル
タ
の
記
事
に
つ

づ
い
て
、
こ
の
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
の
再
婚
の
話
が
瓦
書
と
も
に
全
体

を
通
じ
て
非
常
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
つ
蒙
古
源
流
の
記
事

を
要
約
す
る
と
、

　
ω
コ
ル
チ
ソ
ρ
o
技
ぎ
部
の
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
郁
口
。
び
○
｝
o
島
王
が
”
、
ン
ド
カ

　
　
イ
夫
人
に
結
婚
を
申
し
込
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
夫
人
は
、
　
「
カ
ー
ン

　
　
の
子
孫
が
絶
え
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
も
ま
た
カ
ー
ン
の
～
族
と
し
て
結

　
　
婚
す
る
に
適
し
た
人
で
せ
う
。
し
か
し
バ
ト
ウ
ム
ソ
ケ
が
ま
だ
テ
ム
ル

　
　
カ
ダ
グ
日
㊦
臼
費
ゆ
㊤
ゆ
護
　
の
許
に
生
き
て
い
る
、
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
こ
の
者
が
生
き
て
い
る
限
り
私
は
他
人
に
は
嫁
ぎ
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。

　
　
ア
ラ
ガ
チ
ュ
ド
サ
ソ
ガ
イ
ゥ
ル
ル
ク
〉
冨
怨
償
α
。
。
ρ
⇔
σ
q
α
巴
α
二
口
σ
q
が

　
　
こ
の
答
を
是
認
し
て
嫁
し
め
な
か
っ
た
。

と
、
あ
る
。
次
に
は
、

　
②
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
は
ゴ
ル
ロ
ス
の
サ
ダ
イ
ω
巴
巴
に
、
「
ウ
ネ
ボ
ロ
ト

　
　
王
は
自
分
を
婆
ろ
う
と
幾
度
か
申
し
込
ん
で
き
た
。
い
ま
こ
の
子
（
バ

　
　
ト
ム
ソ
ケ
）
が
い
た
っ
た
。
こ
の
両
者
の
い
つ
れ
に
嫁
い
だ
ら
よ
い
か
」

　
　
と
問
う
た
。
サ
ダ
イ
は
「
幼
児
（
バ
ト
ム
ソ
ケ
）
を
成
長
す
る
ま
で
待

　
　
つ
よ
り
は
、
ウ
ネ
ボ
糧
ト
王
に
嫁
い
だ
な
ら
ば
、
大
衆
の
た
め
に
益
に

　
　
な
る
だ
ら
う
」
と
、
答
え
た
。

サ
ダ
イ
は
夫
人
が
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
に
嫁
ぐ
こ
と
を
す
す
め
た
。
更
に

次
に
は
、
こ
の
結
婚
話
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
㈲
サ
ン
ガ
イ
ゥ
ル
ル
ク
の
妻
の
ジ
ガ
ン
ア
が
愁
0
9
欝
⇒
ρ
咽
㊤
に
た
つ
ね
た
。

　
　
ジ
ガ
ソ
ア
ガ
は
、
　
「
カ
サ
ル
ρ
霧
碧
の
子
（
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
）
　
に
嫁

　
　
い
だ
な
ら
ば
、
邪
道
に
入
り
、
大
衆
よ
り
離
れ
、
お
そ
ら
く
は
夫
人
の

名
を
喪
失
す
る
で
あ
り
ま
せ
う
。
汗
の
子
を
守
っ
た
な
ら
ば
、
天
は
必

ず
あ
な
た
を
保
護
し
、
諸
国
を
占
拠
し
、
お
そ
ら
く
は
夫
人
の
名
を
高

か
ら
し
め
る
で
あ
り
ま
せ
う
」
と
答
え
た
。
　
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
は
こ

の
寒
期
を
良
し
と
し
て
、
さ
き
の
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
と
の
結
婚
に
賛
成
し

た
サ
ダ
イ
を
責
め
て
、
　
「
あ
な
た
は
汗
の
子
を
幼
と
し
、
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
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ダヤソ・カー・ソをめぐって（萩原）

　
　
王
を
大
な
り
と
し
、
夫
人
で
あ
る
私
を
寡
婦
と
し
て
戯
れ
て
、
話
し
た

　
　
の
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
、
一
碗
の
熱
い
茶
を
彼
の
頭
上
に
な
げ
か
け

　
　
た
。

と
あ
る
。
こ
の
三
話
は
、
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
が
未
亡
人
に
な
っ
た
時
、

再
婚
の
相
手
に
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
と
バ
ト
ム
ン
ケ
の
二
人
の
候
補
老
が
あ

り
、
そ
の
選
択
に
つ
い
て
夫
人
が
三
人
の
意
見
を
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
結
局
バ
ト
ム
ン
ケ
を
相
手
に
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
単
な
る
再
婚
の
婿
選
び
と
か
、
せ
い
ぜ
い
高
貴

な
人
々
の
再
婚
話
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
を
種
々

の
条
件
に
も
と
づ
い
て
更
に
詳
し
く
述
べ
て
見
よ
う
。

　
再
婚
の
第
一
候
補
者
と
し
て
自
か
ら
名
乗
り
を
あ
げ
た
ウ
ネ
ボ
ロ

ト
王
は
、
四
文
資
料
に
よ
る
と
、
コ
ル
チ
ソ
の
バ
ガ
ト
ー
ル
シ
グ
ス

テ
イ
ゆ
畠
暮
鴛
。
。
粛
。
ω
殺
虫
の
子
と
あ
る
。
　
シ
グ
ス
テ
イ
は
モ
ン

ゴ
ル
を
代
表
す
る
勇
者
と
し
て
、
オ
イ
ラ
ー
ト
代
表
と
一
騎
打
を
し

た
話
が
蒙
古
源
流
に
興
味
深
く
記
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
は
オ
イ
ラ

ー
ト
の
エ
セ
ン
に
殺
さ
れ
た
。
エ
セ
ン
が
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
統
一
し
た

と
き
、
ウ
ネ
求
百
ト
王
は
オ
ノ
ソ
に
移
住
し
て
身
を
逃
れ
た
と
い
う
。

そ
の
の
ち
エ
セ
ン
王
国
が
崩
壊
し
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
が
分
裂
状
態
に
お

ち
い
る
と
活
躍
の
場
を
え
た
。
ア
ル
タ
ン
ト
プ
チ
に
よ
る
と
、
モ
ラ

ソ
・
カ
ー
ン
鼠
。
昼
旨
ρ
弾
奏
の
讐
を
報
い
る
た
め
に
マ
ゴ
リ
カ
イ

冨
農
○
言
下
王
の
処
へ
出
征
し
た
が
、
マ
ゴ
リ
カ
イ
は
そ
の
事
を
早

く
知
っ
て
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
に
ウ
エ
ボ
ロ
ト
王
（
ア
ル
タ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ト
プ
チ
で
は
累
。
図
雲
切
。
ざ
α
王
と
あ
る
）
の
言
っ
た
言
葉
に
、

　
　
エ
ス
ゲ
イ
バ
ガ
ト
ー
ル
殴
①
一
誓
σ
Q
①
一
σ
ρ
嘱
簿
霞
（
チ
ソ
ギ
ス
・
カ
ー
ン
の
父
）
は

　
　
わ
れ
ら
の
先
祖
で
あ
る
。
わ
れ
ら
の
先
祖
は
エ
グ
レ
ソ
・
エ
ケ
国
α
q
巳
①
出

　
　
Φ
冨
か
ら
テ
ム
チ
ン
日
①
ヨ
段
ε
、
　
カ
サ
ル
ρ
霧
霞
、
　
カ
チ
ュ
グ
ソ

　
　
ρ
ρ
び
葭
E
H
、
オ
チ
ギ
ン
○
餅
σ
q
ヨ
が
生
れ
、
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
一
つ

　
　
の
胞
だ
。
別
の
ス
ル
チ
ギ
ン
・
エ
ケ
Q
り
口
蔵
α
q
ぎ
舞
①
か
ら
ベ
ク
テ
ル

　
　
切
Φ
算
霞
と
ベ
ル
デ
テ
ィ
切
①
｝
σ
q
Φ
ゆ
臨
が
生
れ
た
の
だ
。
聖
主
（
チ
ソ

　
　
ギ
ス
）
は
始
め
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
の
カ
サ
ル
を
導
い
て
、
ベ
ク
テ
ル
を

　
　
殺
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
讐
に
よ
っ
て
い
ま
モ
ラ
ン
・
カ
ー
ン
を
殺
し

　
　
た
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
カ
ー
ン
の
後
嗣
が
絶
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

　
　
カ
サ
ル
の
後
嗣
は
絶
え
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。
私
は
追
撃
し
よ
う
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
テ
ム
チ
ン
と
カ
サ
ル
の
同
母
兄
弟
が
獲

物
の
分
配
で
異
母
弟
の
ベ
ク
テ
ル
と
ベ
ル
デ
テ
イ
と
に
対
し
て
兄
弟

争
い
を
し
て
、
ベ
ク
テ
ル
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間
に
賢
母
に

兄
弟
争
い
を
さ
と
さ
れ
た
こ
と
は
『
元
朝
秘
史
』
に
劇
的
に
記
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
そ
の
子
孫
の
間
で
、
こ
れ
と
似
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ベ
　
ル

た
現
象
が
あ
ら
わ
れ
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
異
母
弟
別
勒

ゲ
テ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

古
台
の
子
孫
の
マ
ゴ
リ
カ
イ
王
は
成
化
の
は
じ
め
こ
の
モ
ン
ゴ
リ
ア

の
最
有
力
者
で
あ
っ
た
が
、
テ
ム
チ
ソ
系
の
モ
ラ
ソ
・
カ
ー
ン
を
一

旦
は
カ
ー
ン
位
に
擁
立
し
た
が
、
間
も
な
く
こ
れ
を
殺
し
て
し
ま
っ

た
。
漢
文
資
料
に
よ
る
と
成
化
二
年
（
一
四
六
六
）
こ
ろ
の
こ
と
で
あ

⑰る
。
テ
ム
チ
ン
系
の
有
力
後
継
老
が
い
な
い
の
で
、
古
事
に
な
ら
っ

て
カ
サ
ル
の
子
孫
の
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
が
テ
ム
チ
ン
系
に
代
っ
て
、
ベ

ル
デ
テ
イ
系
の
マ
ゴ
リ
カ
イ
に
復
讐
し
よ
う
と
し
た
時
の
こ
と
を
述

べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
は
マ
ゴ
リ
カ
イ
王
は
一
旦
逃
げ
た

が
間
も
な
く
死
に
、
　
「
カ
サ
ル
の
後
嗣
が
カ
ー
ン
の
後
畜
に
一
つ
の

利
益
を
お
，
く
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
　
と
結
ん
で
い
る
。
マ
ゴ

リ
カ
イ
王
が
死
ん
だ
の
は
、
漢
文
資
料
に
よ
る
と
、
成
箇
四
年
（
一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

六
八
）
の
末
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。
　
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ー
ン
の
故
事
以

来
三
百
年
近
い
年
月
が
経
過
し
て
い
る
の
で
、
果
し
て
信
頼
す
べ
き

こ
と
か
疑
問
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
つ
れ
に
し
て
も
ウ
ネ
ボ

ロ
ト
王
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ー
ン
元
朝
系
で
は
な
い
が
一
族
の
う
ち
で

は
最
も
親
近
関
係
に
あ
っ
た
カ
サ
ル
の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

家
柄
と
し
て
は
か
な
り
高
く
、
年
令
も
働
き
盛
り
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
バ
ト
ム
ン
ケ
は
家
柄
と
し
て
は
チ
ソ
ギ
ス
・
カ
ー
ン

元
朝
系
の
子
孫
で
あ
る
が
、
当
時
僅
か
に
七
才
と
い
う
。

　
夫
人
は
、
ト
メ
ト
の
チ
ョ
ロ
グ
バ
イ
テ
ム
ル
丞
相
の
娘
と
い
う
か

ら
、
最
高
と
は
い
え
な
い
、
し
か
も
当
時
す
で
に
三
十
三
歳
位
で
あ

っ
た
。
通
俗
の
再
婚
話
で
あ
れ
ば
身
分
年
齢
で
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
の
方

が
比
較
に
な
ら
ぬ
程
良
縁
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
な
ん

ら
「
迷
い
」
も
あ
り
え
な
い
。
し
か
も
な
お
何
回
か
「
迷
っ
た
」
あ

げ
く
七
歳
の
バ
ト
ム
ソ
ケ
を
選
ん
だ
の
は
、
単
な
る
家
柄
だ
け
で
は

な
い
。

　
さ
き
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
こ
の
結
婚
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
「
大

衆
の
た
め
に
益
せ
ん
」
と
か
「
カ
サ
ル
の
子
に
嫁
げ
ば
、
邪
道
に
入

り
大
衆
よ
り
離
れ
、
恐
ら
く
は
夫
人
の
名
を
汚
す
で
あ
ろ
う
」
な
ど

と
、
夫
人
の
結
婚
が
大
衆
と
か
か
わ
り
あ
い
を
持
つ
政
治
的
な
結
婚

で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
。
ま
た
第
一
話
の
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
の
申
し

込
み
に
拒
絶
の
返
答
を
し
た
個
所
に
は
、
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
に
よ
る

と
、

　
　
わ
た
し
の
カ
ー
ン
の
所
領
を
カ
サ
ル
の
心
窩
で
あ
る
貴
方
が
継
承
す
る

　
　
こ
と
が
出
来
ま
せ
う
か
。
わ
た
し
は
カ
ー
ン
の
後
務
の
あ
る
限
り
貴
方

　
　
の
と
こ
ろ
へ
は
参
り
ま
せ
ん
。

と
も
言
っ
て
い
る
。
夫
人
の
先
夫
の
マ
ン
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
の
遺
産
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を
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
に
継
承
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
バ
ト
ム

ン
ケ
が
生
き
て
い
る
限
り
、
結
婚
は
で
き
ま
せ
ん
、
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
夫
人
の
結
婚
は
マ
ン
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
の
遺
産
の
相
続
と
も

関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
い
っ
た
い
夫
人
は
、
マ
ン
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
の
小
夫
人
と
記
さ
れ
、

大
夫
人
の
ニ
ケ
カ
バ
ル
ト
ユ
ン
ゲ
ン
と
比
べ
る
と
第
二
夫
人
で
、
そ

れ
程
権
限
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
大
々
人
は
べ
ケ
リ
ス

ン
の
娘
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
実
録
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

　
　
乱
加
思
蘭
乃
鮮
麗
女
話
満
都
魯
為
可
汗
、
己
為
太
師

と
あ
り
，
ま
さ
に
典
型
的
な
政
略
結
婚
で
、
し
か
も
マ
ソ
ド
グ
ル
が

可
汗
に
な
っ
た
成
化
十
一
年
の
こ
ろ
に
あ
た
る
。
従
っ
て
夫
人
と
し

て
の
地
位
は
マ
ソ
ド
グ
ル
が
死
ん
だ
成
化
十
五
年
ま
で
と
し
て
も
僅

か
に
五
年
で
あ
り
、
し
か
も
マ
ソ
ド
グ
ル
と
の
間
に
子
供
が
な
か
っ

た
。　

こ
れ
に
対
し
て
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
は
、
父
親
の
身
分
が
低
か
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
小
失
人
に
さ
れ
た
が
、
結
婚
生
活
は
長
く
、
マ
ソ
ド

グ
ル
と
の
問
に
二
人
の
娘
が
あ
り
、
し
か
も
長
女
の
ボ
ロ
グ
チ
ソ
は

す
で
に
ベ
ケ
リ
ス
ソ
に
嫁
ぎ
、
次
女
の
エ
シ
ケ
も
コ
オ
サ
ィ
タ
ブ
ナ

ソ
グ
に
嫁
い
だ
と
あ
る
。
ベ
ヶ
リ
ス
ソ
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
マ

ソ
ド
グ
ル
の
死
と
前
後
し
て
死
亡
し
て
お
り
、
少
く
と
も
汽
缶
十

四
・
五
年
ま
で
に
結
婚
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、

先
の
ベ
ケ
リ
ス
ン
が
マ
ン
ド
グ
ル
に
娘
を
嫁
が
せ
た
時
、
反
対
に
マ

ン
ド
グ
ル
が
ベ
ケ
リ
ス
ソ
に
娘
を
与
え
た
の
で
、
互
に
娘
を
交
換
し

あ
っ
て
結
含
を
強
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
正
統
派
ボ
ル
タ
を
退
け
て

マ
ン
ド
グ
ル
が
即
位
す
る
た
め
の
政
略
で
あ
り
、
人
質
的
結
婚
と
も

い
え
る
。
と
も
あ
れ
、
大
夫
人
が
敵
略
結
婚
で
嫁
い
で
く
る
ま
で
は

第
一
夫
人
と
し
て
十
数
年
の
実
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て

結
婚
歴
は
は
る
か
に
長
い
。
し
か
も
大
夫
人
が
後
援
と
た
の
む
父
親

ベ
ケ
リ
ス
ソ
は
す
で
に
亡
く
、
逆
に
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
は
み
ず
か
ら
、

軍
を
指
揮
す
る
程
の
実
力
を
も
っ
た
夫
人
で
あ
れ
ば
、
マ
ソ
ド
グ
ル

の
遺
産
は
彼
女
に
帰
属
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
普
通
に
モ
ン
ゴ
ル
の
習
慣
と
し
て
、
父
が
死
ね
ば
父
の
遺
産
は
子

が
受
け
つ
ぐ
、
例
え
ば
、
亡
父
の
家
の
炉
、
帳
幕
そ
の
内
容
物
・
家

畜
・
奴
隷
な
ど
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
生
母
を
の
ぞ
く
父
の
妻

妾
も
結
婚
と
云
う
形
で
継
承
す
る
。
兄
が
死
ね
ば
、
弟
が
兄
の
妻
妾

を
結
婚
と
云
う
形
で
継
承
す
る
。
こ
れ
は
定
着
社
会
で
は
不
倫
と
し

て
し
り
ぞ
け
ら
れ
る
も
の
で
、
例
え
ば
明
の
太
祖
が
降
服
し
て
き
た

モ
ン
ゴ
ル
人
に
対
し
て
、
儒
教
的
立
場
か
ら
こ
の
習
慣
を
排
除
し
よ
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噂

う
と
し
て
禁
令
を
出
し
た
こ
と
は
私
も
他
の
論
文
で
触
れ
て
お
い

⑲た
。
漢
民
族
社
会
で
は
最
も
恐
れ
ら
れ
た
こ
と
が
、
モ
ン
ゴ
ル
社
会

で
は
、
一
般
化
し
て
い
た
。
従
っ
て
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
の
場
合
も
先

夫
マ
ン
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
に
男
の
子
が
あ
れ
ば
、
先
の
ウ
ネ
ボ
ロ
ト

王
と
バ
ト
ム
ン
ケ
の
両
候
補
に
対
し
て
迷
い
も
な
け
れ
ば
問
題
に
も

な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
更
に
ボ
ル
タ
の
よ
う
な
家
柄
力
蚤
と
も
に
す

ぐ
れ
た
者
が
生
き
て
い
れ
ば
、
た
と
え
先
夫
に
男
子
が
な
く
て
も
問

題
は
少
な
か
っ
た
。
事
実
、
ボ
ル
タ
と
マ
ン
ド
グ
ル
の
離
間
策
が
施

さ
れ
、
最
後
に
マ
ソ
ド
グ
ル
が
策
に
か
か
っ
て
ボ
ル
タ
の
叛
心
を
信

じ
た
と
き
に
、
ア
ル
タ
ン
ト
プ
チ
に
よ
れ
ば
、
マ
ン
ド
グ
ル
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し

　
　
「
そ
ん
な
風
な
ら
ば
、
儂
に
対
し
て
（
ボ
ル
タ
が
）
悪
心
を
抱
い
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
わ
し

　
　
の
は
本
当
だ
、
儂
の
身
は
健
康
で
は
な
い
の
で
、
後
継
は
あ
る
ま
い
。

　
　
儂
が
殻
く
な
っ
た
後
に
后
妃
や
嫁
た
ち
や
、
人
民
共
は
み
ん
な
彼
（
ボ

　
　
．
ル
ク
）
の
も
の
と
な
る
だ
ら
う
に
。
悟
越
な
考
を
起
す
な
ど
怪
し
か
ら

　
　
ん
」
と
、
い
か
っ
た
。

と
あ
る
。
マ
ン
ド
グ
ル
に
男
子
が
な
け
れ
ば
、
遺
産
と
マ
ン
ド
カ
イ

夫
人
は
当
然
ボ
ル
タ
に
渡
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
。
し
か
る
に
マ

ソ
ド
グ
ル
が
死
亡
し
た
と
き
に
は
、
男
子
な
く
ボ
ル
タ
や
ベ
ケ
リ
ス

ソ
ら
の
巨
頭
も
す
で
に
亡
か
っ
た
の
で
、
夫
人
と
遺
産
の
帰
属
が
問

題
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鮒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
そ
れ
ば
か
り
で
な
い
。
カ
ー
ン
の
未
亡
人
の
場
合
は
単
な
る
有
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
0

な
遺
産
ば
か
り
で
な
く
、
明
朝
に
対
す
る
朝
貢
権
や
部
族
の
支
配
権

更
に
カ
ー
ン
位
継
承
と
い
う
無
形
の
政
治
的
権
威
ま
で
が
相
続
さ
れ
’

る
傾
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
マ
ソ
ド
カ
イ

夫
人
を
獲
得
し
た
者
は
、
カ
ー
ン
の
継
承
者
と
し
て
モ
ン
ゴ
リ
ア
に

君
臨
で
き
る
可
能
性
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
場
合
、

す
で
に
巨
頭
な
く
、
力
関
係
の
上
で
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
に
実
力
が
と

も
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
次
の
カ
ー
ン
決
定
に
は
、
逆
に
夫
人
自

身
の
発
言
力
が
大
き
か
っ
た
。
こ
う
な
る
と
再
婚
は
単
な
る
通
俗
的

な
未
亡
人
の
身
の
振
り
方
で
も
な
け
れ
ば
、
遺
産
の
相
続
だ
け
で
も

な
い
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
お
け
る
最
も
重
大
な
政
治
問
題
で
あ
っ
た
こ

と
に
な
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
考
え
至
る
と
雨
女
は
幾
つ
か
の
未
亡
人
と
な
っ

た
賢
夫
人
や
権
力
を
も
っ
た
夫
人
の
例
を
モ
ン
ゴ
ル
史
の
中
に
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
。

　
賢
夫
人
と
し
て
は
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ー
ン
の
母
や
ツ
ル
イ
未
亡
人
、

な
ど
が
あ
る
。
権
力
を
持
っ
た
未
亡
人
と
し
て
は
モ
ン
ゴ
ル
第
二
代

　
　
オ
　
ゴ
　
タ
イ

太
宗
窩
、
潤
台
汗
の
夫
人
ト
ラ
キ
ナ
（
脱
列
奇
那
日
員
ρ
巴
毒
）
　
も
空
位
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時
代
に
監
国
に
あ
た
り
、
長
老
バ
ッ
ウ
ら
の
反
対
を
お
し
き
っ
て
、

患
子
の
グ
ユ
ク
（
貴
由
○
曙
鼻
）
を
強
引
に
即
位
せ
し
め
た
。
そ
の

ほ
か
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
よ
り
後
に
な
る
が
、
　
ア
ル
タ
ン
・
カ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
夢
⇔
ρ
ρ
智
鐸
の
未
亡
人
の
三
娘
子
は
最
も
顕
著
な
例
で
あ
る
。

　
三
娘
子
は
、
は
じ
め
オ
ル
ド
ス
の
所
へ
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
ア
ル
タ
ン
が
そ
の
美
貌
と
叡
智
を
知
っ
て
急
に
自
分
の
妃
と
し

た
。
こ
れ
を
オ
ル
ド
ス
が
怒
っ
た
の
で
、
自
分
の
孫
の
把
漢
那
吉
の

第
二
夫
人
に
決
定
し
て
い
た
女
を
奪
っ
て
、
三
娘
子
の
代
用
と
し
て

オ
ル
ド
ス
に
与
え
た
。
こ
の
た
め
把
漢
那
吉
が
ア
ル
タ
ン
を
う
ら
ん

で
明
朝
に
投
降
し
、
こ
の
事
件
が
原
因
と
な
っ
て
昏
蒙
和
平
交
渉
が

成
立
し
た
と
い
う
曰
く
つ
き
の
人
物
で
あ
る
。

　
ア
ル
タ
ン
が
万
暦
九
年
十
二
月
死
ぬ
と
、
そ
の
遺
産
と
部
族
支
配

の
権
力
、
明
朝
へ
の
朝
貢
権
な
ど
の
大
部
分
を
三
娘
子
は
確
保
し
て

い
た
。
他
方
ア
ル
タ
ン
の
後
継
老
の
第
一
候
補
、
セ
ソ
ゲ
ω
窪
σ
q
σ
q
Φ

（
ア
ル
タ
ソ
と
第
一
夫
人
の
問
に
生
れ
た
長
子
）
は
三
娘
子
に
結
婚

を
申
し
入
れ
た
が
拒
否
さ
れ
た
。
執
拗
に
迫
る
セ
ン
ゲ
の
申
し
込
み

を
三
娘
子
は
部
下
を
ひ
き
い
て
西
走
す
る
な
ど
し
て
忌
避
し
た
。
こ

れ
ら
の
紛
争
は
結
局
、
明
朝
の
大
官
鄭
洛
の
斡
旋
で
、
約
十
個
月
後

に
落
着
し
、
結
婚
が
成
立
し
て
セ
ン
ゲ
は
第
二
代
順
義
王
に
な
る
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
セ
ン
ゲ
は
僅
か
に
三
年
で
万
暦
十
三
年
二
月

に
病
残
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
セ
ソ
ゲ
の
後
は
、
そ
の
長
子
の
チ
ュ
ル
ゲ
O
巳
O
σ
q
①
　
が
順
義
王

継
承
の
有
力
候
補
老
で
あ
っ
た
。
今
度
は
三
娘
子
が
結
婚
を
申
し
入

れ
た
と
こ
ろ
が
、
チ
ニ
ル
ゲ
は
三
娘
子
が
あ
ま
り
に
年
長
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
拒
否
し
た
。
こ
の
た
め
ま
た
分
裂
の
危
機
に
ひ
ん
し
た
。

こ
の
た
び
も
結
局
総
督
郵
洛
の
斡
旋
で
チ
ュ
ル
ゲ
は
諸
妾
を
逐
い
出

し
て
、
三
娘
子
と
の
結
婚
が
成
立
し
た
。
こ
う
し
て
空
位
二
年
あ
ま

り
の
の
ち
万
暦
十
五
年
三
月
チ
ュ
ル
ゲ
は
順
義
王
位
に
つ
い
た
。

　
万
暦
三
十
五
年
四
月
チ
ュ
ル
ゲ
が
死
ぬ
と
、
チ
ュ
ル
ゲ
の
長
子
は

既
に
死
亡
し
て
お
り
、
嫡
長
孫
の
ボ
シ
ョ
ク
ト
b
d
o
似
巳
詳
¢
が
第
一

候
補
ど
な
っ
た
が
、
三
娘
子
の
擁
立
す
る
ソ
ナ
ム
ω
8
ρ
日
が
第
二

候
補
と
し
て
対
立
し
、
二
等
に
分
れ
て
戦
闘
に
よ
る
実
力
行
使
に
ま

で
行
こ
う
と
し
た
。
こ
の
と
き
も
総
督
の
徐
宗
藩
が
斡
旋
し
て
、
結

局
三
十
九
年
五
月
に
三
娘
子
と
ボ
シ
ョ
ク
ト
の
結
婚
が
成
立
し
た
。

こ
う
し
て
三
娘
子
は
ア
ル
タ
ソ
を
含
め
て
五
世
代
、
四
人
と
結
婚
し

て
、
三
十
九
年
六
月
二
十
六
日
に
老
死
し
た
。

　
こ
の
王
娘
子
の
例
は
極
端
で
、
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
の
場
合
と
は
事

忌
も
い
さ
さ
か
異
な
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
、
カ
ー
ン
未
亡
人
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の
再
婚
は
時
に
非
常
に
重
要
な
政
治
問
題
と
な
り
う
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
る
。
三
娘
子
の
場
合
に
は
明
朝
の
鄭
洛
ら
が
調
停
斡
旋
に
成
功

し
た
か
ら
よ
い
が
、
モ
ン
ゴ
ル
人
同
士
な
ら
ば
、
時
に
烈
し
く
、
長

期
に
わ
た
る
政
争
も
生
じ
か
ね
な
い
事
情
が
存
し
て
い
た
と
い
え
よ

恥
つ
。

　
と
こ
ろ
で
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
の
再
婚
も
か
な
り
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
。
殊
更
に
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
を
し
り
ぞ
け
て
、
七
歳
の
バ
ト

ム
ン
ケ
を
え
ら
ぶ
根
拠
が
必
要
で
あ
る
。
バ
ト
ム
ソ
ケ
が
如
何
に
由

緒
正
し
く
血
統
上
モ
ン
ゴ
リ
ア
第
一
位
に
あ
り
、
彼
女
と
結
婚
し
て

次
の
カ
ー
ン
に
な
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
か
、
そ
こ
に
父
の
ボ
ル
タ
の

説
明
が
必
要
で
あ
っ
た
。
蒙
文
資
料
が
マ
ン
ド
グ
ル
の
死
の
あ
と
、

ボ
ル
タ
の
こ
と
を
記
し
た
の
は
、
次
の
バ
ト
ム
ソ
ケ
の
説
明
に
欠
か

せ
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
年
代
順
に
記
し
た
も
の
で
は
な

い
。
再
婚
話
以
後
に
お
い
て
も
出
兵
や
七
子
を
生
む
記
事
ま
で
常
に

マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
が
中
心
に
な
っ
て
い
て
、
こ
の
間
は
夫
人
の
生
涯

に
関
す
る
伝
承
が
中
心
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
非
常
に
重
大

で
あ
っ
て
、
私
の
こ
れ
以
後
の
論
述
に
お
い
て
も
常
に
根
底
と
な
っ

て
く
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

　
さ
て
、
マ
ソ
ド
カ
イ
玉
入
の
再
婚
は
客
観
的
に
見
て
重
大
と
は
い

い
な
が
ら
も
、
そ
の
後
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
政
治
情
勢
に
決
定
的
意
味

を
も
つ
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
物
語
に
見
る
限
り
、
主
観
的

に
は
マ
ソ
ド
カ
イ
央
人
は
彼
女
の
結
婚
の
選
択
こ
そ
次
の
カ
ー
ン
を

決
定
す
る
と
い
う
誇
り
と
自
信
と
を
持
つ
イ
、
い
た
よ
う
に
受
け
と
れ

る
。
し
か
も
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
が
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
の
申
し
出
を
拒
ん

で
、　

　
バ
ト
ム
ン
ケ
は
い
ま
テ
ム
ル
カ
ダ
ク
の
許
に
あ
り
と
聞
く
、
こ
の
者
の

　
　
あ
る
か
ぎ
り
我
は
他
人
に
嫁
が
ず
。

と
か
、

　
　
心
う
つ
さ
ず
、
堅
き
意
志
を
も
っ
て
幼
児
な
る
バ
ト
ム
ン
ケ
を
ま
ち
て

　
　
嫁
が
ん
。

な
ど
と
記
し
て
い
る
所
か
ら
見
れ
ば
、
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
は
こ
の
結

婚
に
烈
し
い
執
念
と
堅
い
決
意
を
も
っ
て
臨
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

逆
に
言
え
ば
、
こ
の
結
婚
は
堅
い
決
意
を
も
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
程
に
困
難
な
事
清
が
背
後
に
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る

こ
と
も
見
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
果
し
て
こ
の
再
婚
は
実
際
に

成
立
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
程
、
本
節
の
は
じ
め
に
そ
の
略
歴
を

示
し
た
よ
う
に
蒙
文
資
料
に
よ
れ
ば
、
明
ら
か
に
再
婚
は
理
想
的
に

成
立
し
、
夫
人
は
そ
の
後
も
幸
福
に
送
っ
て
問
題
は
な
い
よ
う
に
見
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え
る
。

　
し
か
し
、
三
文
漢
文
両
資
料
を
詳
し
く
分
析
す
る
と
、
幾
つ
か
の

疑
問
が
あ
ら
わ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
の
政
治

説
話
の
あ
る
面
だ
け
を
強
調
し
た
も
の
で
作
為
が
面
こ
さ
れ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
ら
の
疑
問
の
う
ち
、

代
表
的
な
も
の
は
、
イ
ス
マ
イ
ル
の
存
在
と
そ
の
行
動
、
更
に
イ
ス

マ
イ
ル
と
バ
ト
ム
ソ
ケ
と
の
関
係
で
あ
る
。

三
　
イ
ス
マ
イ
ル
の
動
静
と
バ
ト
ム
ン
ケ

　
イ
ス
マ
イ
ル
は
西
方
出
身
で
ベ
ケ
リ
ス
ソ
の
族
弟
と
言
わ
れ
、
　
一

説
で
は
毛
那
核
の
子
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
太
師
を
ね
ら
う
野
心
家

で
も
あ
っ
た
。
言
文
資
料
で
は
、
一
説
で
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

マ
ソ
ド
グ
ル
と
ボ
ル
タ
と
の
離
間
策
に
一
役
を
演
じ
、
マ
ソ
ド
グ
ル

に
協
力
し
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
ボ
ル
タ
、
ベ
ケ
リ

ス
ソ
闘
争
の
間
に
ボ
ル
タ
が
伴
の
一
人
と
逃
亡
し
た
あ
と
、
巧
み
に

シ
ギ
ル
夫
人
や
そ
の
資
産
を
没
収
し
、
シ
ギ
ル
夫
人
を
妻
と
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
当
時
ボ
ル
タ
は
、
す
で
に
マ
ン
ド
グ
ル
に
カ
ー
ン
の
位

を
ゆ
ず
っ
て
い
た
か
ら
、
マ
ソ
ド
グ
ル
に
は
劣
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

そ
の
資
産
あ
る
い
は
支
配
下
の
部
族
な
ど
は
マ
ソ
ド
グ
ル
に
次
ぐ
も

の
が
あ
’
．
た
と
想
像
さ
れ
る
。
イ
ス
マ
イ
ル
が
そ
の
う
ち
の
ど
の
程

度
を
獲
得
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
イ
ス
マ
イ
ル
は
こ
れ
に

よ
っ
て
か
な
り
有
力
に
な
り
え
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
ボ
ル
タ
は
こ

の
頃
に
殺
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
掠
奪
的
な
結
婚
と
は
い
え
、
そ

の
夫
人
を
妻
に
し
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
ボ
ル
タ
の
後
継
老

的
地
位
を
獲
得
し
た
と
も
い
え
る
。
ま
た
ボ
ル
タ
と
シ
ギ
ル
夫
人
と

の
間
に
は
、
蒙
古
源
流
に
よ
れ
ば
、
甲
申
の
年
（
｛
四
六
四
．
天
順
八
）

に
バ
ト
ム
ソ
ケ
が
生
れ
、
戊
子
の
年
（
一
四
六
八
・
成
化
四
）
ボ
ル
ク

ニ
十
九
歳
の
折
に
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ
が
生
れ
た
と
あ
り
、
こ
の
と
き
彼

ら
は
ま
だ
幼
く
、
一
家
を
な
し
て
独
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

夫
人
や
資
産
と
と
も
に
イ
ス
マ
イ
ル
の
手
に
入
っ
た
こ
と
は
嶺
然
考

え
ら
れ
る
。
子
供
た
ち
の
こ
と
は
し
ば
ら
く
お
い
て
、
次
に
イ
ス
マ

イ
ル
が
活
躍
す
る
の
は
べ
ケ
リ
ス
ソ
補
殺
事
件
で
あ
る
。
ボ
ル
タ
が

消
さ
れ
て
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
は
、
マ
ソ
ド
ク
ル
が
カ
ー
ン
位
に
あ
り
、

ベ
ケ
リ
ス
ソ
が
太
師
の
地
位
に
あ
っ
て
、
マ
ン
ド
グ
ル
・
ベ
ケ
リ
ス

ン
体
糊
が
一
旦
は
確
立
し
た
が
、
薫
化
十
五
年
五
月
に
は
、
ベ
ケ
リ

ス
ソ
は
イ
ス
マ
イ
ル
に
殺
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

ベ
ケ
リ
ス
ソ
は
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
に
と
っ
て
は
、
当
時
は
夫
の
マ

ン
ド
グ
ル
の
カ
ー
ン
位
就
任
或
は
そ
の
後
の
最
も
重
要
な
協
力
者
で
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あ
り
、
自
分
の
娘
の
夫
で
も
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
　
イ
ス
、
マ
イ
ル
と

マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
と
は
全
く
相
反
す
る
敵
対
的
立
場
に
あ
っ
た
と
い

え
る
。
果
し
て
、
難
文
資
料
に
よ
る
と
、
マ
ン
ド
グ
ル
死
後
、
夫
人

は
、　

　
悉
く
の
大
宮
・
将
兵
を
派
遣
し
て
、
焦
し
い
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
イ
ス
マ

　
　
イ
ル
を
討
た
せ
た
。

　
　
⑳

と
あ
り
、
夫
人
の
イ
ス
マ
イ
ル
に
対
す
る
烈
し
い
憎
し
み
と
怒
り
が

示
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
戦
い
は
、
結
局
ト
ゴ
チ
シ
グ
シ
が
奇
策
を

用
い
て
直
接
イ
ス
マ
イ
ル
を
殺
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
夫
人
側
の
勝

利
に
終
っ
た
。

　
以
上
が
蒙
文
資
料
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
イ
ス
マ
イ
ル
で
あ
る
。
し

か
し
、
蒙
文
資
料
に
は
、
イ
ス
マ
イ
ル
に
関
し
て
マ
ン
ド
グ
ル
死

後
、
イ
ス
マ
イ
ル
が
死
ぬ
ま
で
の
間
に
重
大
な
記
事
が
は
ぶ
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
漢
文
資
料
に
よ
っ
て
の
み
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
イ
ス
マ
イ
ル
と
バ
ト
ム
ン
ケ
と
の
関
係
を
中
心
と
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
私
が
か
っ
て
和
田
氏
の
説
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
る
反
論
と
し
て
、
　
「
小
王
子
に
関
す
る
一
考
察
」
の
中
で
詳
し
く

考
証
し
、
そ
の
行
動
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
い
た
。
た
だ
当
時
は
私

は
殊
更
モ
ン
ゴ
ル
人
名
と
の
対
比
を
行
な
わ
ず
、
明
実
録
に
見
え
る

小
王
子
だ
け
を
使
用
し
た
。
し
か
し
私
が
「
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ソ
の
研

究
」
中
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
『
万
暦
武
功
録
』
や
『
四
夷
考
』

中
の
「
北
虜
考
」
に
よ
っ
て
、
薄
禿
猛
可
と
伯
顔
猛
風
は
兄
弟
で
あ

り
、
二
人
と
も
小
王
子
と
称
し
、
そ
の
交
替
の
時
期
は
成
化
の
末
か

ら
弘
治
の
初
で
あ
る
。
し
か
も
、

　
　
亦
思
馬
立
把
禿
猛
可
為
可
汗
、
亦
日
小
王
子
。

か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
小
王
子
こ
そ
、
イ
ス
マ
イ
ル
に
よ
っ
て
擁
立
さ

れ
た
バ
ト
ム
ソ
ケ
に
外
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
論
を
進
め
る
た
め
に
、

結
論
の
一
部
だ
け
を
述
べ
れ
ば
、
明
実
録
に
は
じ
め
て
バ
ト
ム
ン
ケ

が
小
王
子
即
ち
カ
ー
ン
位
に
つ
い
て
後
に
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
マ
ソ

ド
グ
ル
の
死
後
二
年
に
あ
た
る
善
化
十
七
年
（
ム
四
八
一
）
五
月
目
こ

と
で
あ
る
。
当
時
．
ハ
ト
ム
ソ
ケ
は
イ
ス
マ
イ
ル
と
と
も
に
明
朝
の
北

方
防
衛
の
最
大
拠
点
で
あ
る
大
同
方
面
を
侵
略
し
よ
う
と
し
た
こ
と

が
報
ぜ
ら
れ
、
つ
づ
い
て
、
十
八
年
閏
八
月
の
こ
ろ
、
遼
東
幽
思
で
、

早
追
・
福
余
を
妻
壁
し
、
朶
顔
を
も
攻
め
た
。
十
九
年
五
月
に
は
、

東
方
作
戦
も
完
了
し
、
勢
力
も
強
大
に
な
り
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
も
成
長

し
て
一
軍
を
指
揮
す
る
ま
で
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
、
イ
ス
マ
イ

ル
と
バ
ト
ム
ソ
ケ
は
二
軍
に
分
れ
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
は
モ
ン
ゴ
リ
ア
の

南
部
を
通
っ
て
西
進
、
イ
ス
マ
イ
ル
は
北
方
を
通
っ
て
西
進
し
、
西
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方
の
あ
る
目
標
に
盛
っ
た
。
途
中
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
は
二
十
年
三
月
オ

イ
ラ
ー
ト
の
克
失
と
和
約
を
結
び
、
協
力
関
係
に
入
っ
た
。
他
方
イ

ス
マ
イ
ル
も
二
十
二
年
頃
イ
ラ
ー
ト
と
鐘
楼
、
こ
う
し
て
オ
ル
ド
ス

方
面
の
敵
に
向
っ
て
東
と
酉
北
か
ら
狭
撃
陣
形
を
し
い
た
が
、
そ
の

目
的
を
果
す
こ
と
が
で
き
ず
、
イ
ス
マ
イ
ル
と
オ
イ
ラ
ー
ト
の
克
失

は
二
十
二
年
七
月
に
、
つ
づ
い
て
バ
ト
ム
ソ
ケ
も
二
十
一
二
年
三
月
に

死
亡
し
た
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
イ
ス
マ
イ
ル
と
バ
ト
ム

ソ
ケ
連
合
軍
が
目
標
と
し
た
相
手
は
誰
で
あ
っ
た
か
、
漢
文
資
料
で

は
直
接
に
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
成
歯
二
十
二
年
六
月

辛
卯
（
蒙
古
篇
四
．
五
七
三
頁
）
の
金
々
骨
粛
右
副
都
御
史
唐
鍮
の
上
奏
文

に
よ
る
と
、

　
　
合
憲
出
没
荘
浪
者
多
義
東
北
而
来
、
土
竃
涼
永
船
長
満
都
魯
部
下
、
憲

　
　
骨
粛
者
亦
思
馬
因
等
部
下
也
。

と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
マ
ン
ド
グ
ル
（
満
都
魯
）
は
既
に
成
化
十
五
年

に
死
亡
し
て
い
る
か
ら
、
満
都
魯
の
部
下
と
は
、
実
際
に
は
マ
ン
ド

グ
ル
の
遺
産
を
な
お
保
持
し
て
い
た
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
の
部
下
を
示

す
。
す
な
わ
ち
、
マ
ン
ド
カ
イ
軍
と
イ
ス
マ
イ
ル
軍
が
こ
の
地
方
を

中
心
に
決
戦
を
行
な
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
強
飯
に
侵
略

し
た
の
は
、
決
戦
の
準
備
の
た
め
の
食
糧
家
畜
獲
得
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
果
た
せ
る
か
な
五
日
後
の
丙
申
（
蒙
古
篇
四
・
五
七
四

頁
）
に
は
、

　
　
虜
入
涼
州
三
宮
・
柔
躍
食
壕
、
殺
掠
軍
民
数
十
・
牛
羊
等
数
千
。

と
あ
る
。
涼
州
と
い
え
ば
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
軍
で
、
牛
羊
数
千
を
掠

奪
し
、
そ
の
際
抵
抗
し
た
明
軍
馬
十
人
が
殺
掠
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
決
戦
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
翌
七
月
の

壬
申
（
蒙
古
篇
四
・
五
七
六
頁
）
に
は
、

　
　
虜
酋
瓦
刺
置
捨
井
野
毛
馬
因
二
死
。
両
部
人
馬
散
勝
訴
下
。

と
あ
り
、
イ
ス
マ
イ
ル
と
オ
イ
ラ
ー
ト
連
合
軍
が
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人

軍
に
敗
れ
て
、
そ
の
敗
残
兵
が
ち
り
ぢ
り
に
な
っ
て
明
朝
の
防
衛
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

近
く
に
逃
げ
て
き
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
、
先
の
蒙
文
資

料
に
よ
る
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
軍
が
イ
ス
マ
イ
ル
を
破
り
殺
し
た
こ
と

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　
漢
文
資
料
で
は
こ
の
あ
と
翌
年
．
ハ
ト
ム
ソ
ケ
が
死
亡
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
死
亡
の
原
因
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
通

り
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
た
ま
た
ま
バ
ト
ム
ソ
ケ
が

病
気
に
罹
っ
て
死
亡
し
た
。
第
二
は
、
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
は
バ
ト
ム

ン
ケ
が
あ
く
ま
で
夫
人
に
反
抗
し
た
た
め
、
イ
ス
マ
イ
ル
を
破
っ
た

余
勢
を
か
っ
て
、
主
力
と
も
い
え
る
イ
ス
マ
イ
ル
軍
を
失
っ
た
バ
ト

55 （793）



ム
ソ
ケ
を
も
攻
撃
し
死
亡
さ
せ
た
。
恐
ら
く
後
者
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
は
、
か
っ
て
イ
ス
マ
イ

ル
が
シ
ギ
ル
夫
人
と
そ
の
資
産
を
吸
収
し
た
等
化
十
二
年
こ
ろ
、
同

時
に
イ
ス
マ
イ
ル
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
、
　
マ
ン
ド
グ
ル
の
死

後
（
成
化
＋
五
年
）
も
イ
ス
マ
イ
ル
の
保
護
の
も
と
に
あ
り
、
成
長
し

て
、
成
化
十
七
年
こ
ろ
に
イ
ス
マ
イ
ル
に
よ
っ
て
カ
ー
ン
位
に
推
戴

さ
れ
、
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
に
敵
対
し
た
ま
ま
、
成
化
二
十
三
年
に
敗

れ
死
ん
だ
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

四
　
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
結
婚
と
即
位
の
真
相

　
こ
れ
ま
で
に
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
を
め
ぐ
る
人
々
、
ボ
ル
タ
や
マ
ソ

ド
カ
イ
夫
人
、
イ
ス
マ
イ
ル
の
行
動
お
よ
び
性
格
な
ど
を
見
て
き
た

が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
マ
ン
ド
グ
ル
死
後
、
そ
の
遺
産
を
確
保
し
た

マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
が
、
そ
の
遺
産
を
背
景
に
、
当
時
モ
ン
ゴ
ー
－
’
ア
で

最
も
血
統
が
正
し
く
、
由
緒
の
深
い
ボ
ル
タ
の
長
子
バ
ト
ム
ン
ケ
を

再
婚
の
相
手
に
選
ん
だ
が
、
バ
ト
ム
ン
ケ
は
す
で
に
マ
ン
ド
カ
イ
夫

人
の
政
敵
イ
ス
マ
イ
ル
の
手
に
あ
り
、
結
局
両
者
は
敵
対
し
、
マ
ン

ド
カ
イ
夫
人
は
勝
利
を
得
た
が
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
も
図
化
二
十
三
年
死

亡
し
て
、
か
つ
て
切
望
し
た
結
婚
は
達
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
マ
ソ
ド

カ
イ
夫
人
が
結
婚
し
え
た
の
は
結
局
．
ハ
ト
ム
ン
ケ
の
弟
、
ハ
ヤ
ソ
ム
ン

ケ
で
あ
ろ
う
み
こ
の
こ
と
は
私
の
「
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ソ
の
研
究
」
に
お

け
る
漢
文
資
料
に
よ
る
ダ
ヤ
ン
・
カ
…
ン
は
バ
ヤ
ン
ム
ン
ケ
一
入
で

あ
る
と
云
う
結
論
に
も
含
致
す
る
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蒙
文
資
料
で
は
、
あ
た
か
も
、
マ
ン
ド

カ
イ
夫
人
は
バ
ト
ム
ソ
ケ
と
結
婚
し
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
は
バ
ト
ム

ン
ケ
な
り
と
記
し
て
い
る
の
で
、
雷
文
資
料
に
何
ら
か
誤
り
も
し
く

は
作
為
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ダ
ヤ
ン
・

カ
ー
ン
の
生
い
た
ち
か
ら
再
び
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ア
ル
タ
ソ
・
ト
プ
チ
に
よ
る
と
、
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
が
最
初
に
で

て
く
る
と
は
、
ベ
ケ
リ
ス
ン
の
記
事
の
あ
と
に
、

　
　
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
を
バ
ラ
ク
チ
ン
の
バ
ガ
イ
切
我
巴
と
名
付
け
る
人

　
　
に
与
え
た
。
（
蒙
古
源
流
で
は
イ
ス
マ
イ
ル
が
与
え
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）

と
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
イ
ス
マ
イ
ル
が
シ
ギ
ル
夫
人
を
と
ら
え
て
結

婚
し
、
ボ
ル
タ
が
死
ん
だ
記
事
な
ど
が
あ
り
、

　
　
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
を
悪
く
養
っ
て
い
ろ
う
ち
に
、
タ
ン
ダ
ー
ト
の
ト
レ

　
　
ソ
ゲ
リ
目
巳
。
コ
σ
q
①
ユ
の
子
、
テ
ム
ル
カ
ダ
ク
8
0
ヨ
【
冒
4
9
幽
ρ
擢
が
き

　
　
て
、
バ
ガ
イ
に
言
う
に
は
、

　
　
　
「
此
の
子
を
善
き
人
に
与
え
よ
、
然
ら
ざ
れ
ば
、
我
に
賜
え
よ
。
」
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と
乞
う
た
が
、
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
α
テ
ム
ル
カ
ダ
ク
兄
弟
七
人
は
良

　
　
い
高
言
に
乗
っ
て
、
奪
い
取
り
に
き
た
。
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
は
バ
ダ
ギ

　
　
病
に
か
か
っ
た
。
そ
の
病
を
テ
ム
ル
カ
ダ
ク
の
妻
が
、
九
つ
の
ド
ム
と

　
　
白
い
酪
駝
の
乳
で
、
三
個
の
銀
椀
に
穴
を
穿
つ
ほ
ど
に
撫
で
治
癒
し
た
。

　
　
そ
れ
が
囲
っ
た
と
き
、
水
藻
に
似
た
七
塊
の
旧
い
落
ち
て
快
く
な
っ
た
。

　
　
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
㎜
つ
の
苦
し
み
は
こ
れ
で
あ
ろ
。

　
　
　
そ
の
の
ち
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
；
ン
を
タ
ソ
ダ
ー
ト
の
テ
ム
ル
カ
ダ
ク
、

　
　
サ
イ
ン
・
カ
ト
ン
ω
鉱
昌
ρ
暮
＝
昌
の
手
に
到
ら
し
め
た
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
は
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
の
手
に
入

っ
た
。
こ
れ
に
つ
づ
い
て
、
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
入
の
オ
イ
ラ
ー
ト
遠
征

の
記
事
が
あ
り
、
そ
の
中
に
、
　
「
善
き
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
を
絶
息
せ

し
め
て
出
馬
し
た
」
と
も
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
前
記
の
マ
ソ
ド
カ
イ

夫
人
の
再
婚
話
な
ど
が
あ
り
、
続
い
て
、

　
　
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
は
ホ
ロ
ホ
ル
河
に
七
歳
の
と
き
に
、
水
に
お
ち
た
の

　
　
を
、
タ
ン
ダ
ー
ト
の
ア
ン
ジ
ャ
テ
ム
ル
〉
鵠
ず
↓
①
ヨ
ξ
と
名
付
け
る

　
　
人
が
す
す
ん
で
助
け
た
乏
云
う
。
そ
の
の
ち
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
七
歳

　
　
の
と
き
、
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
は
身
を
し
た
が
わ
し
め
、
同
じ
猪
の
年
に

　
　
等
位
に
つ
か
し
め
た
。

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
の
内
容
は
、
充
分
に
は
理
解
で
き
な
い
が
、

ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
が
幼
時
に
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
、
逆
に
去
え

ば
、
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
と
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
と
の
結
婚
が
成
立
す
る

ま
で
に
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
に
つ
い
て
特
別
な
説
話
が
伝
え
ら
れ
る

程
、
困
難
な
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
形
式
的
に

見
る
と
、
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
で
は
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
は
生
れ
た
と

き
か
ら
陰
も
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
と
云
う
名
前
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

れ
、
例
外
的
な
一
ヵ
所
を
除
い
て
、
本
名
が
で
て
こ
な
い
。
勿
論
ダ

ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
は
称
号
で
あ
ハ
、
て
、
し
か
も
少
く
と
も
カ
ー
ン
位
に

つ
い
て
以
後
に
つ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
、
生
い
た
ち
か
ら
で
て
き

て
、
本
名
の
バ
ト
ム
ン
ケ
と
か
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ
が
で
て
こ
な
い
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
何
ら
か
の
作
為
が
行
な
わ
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。

　
同
じ
よ
う
に
、
再
婚
話
の
な
か
で
も
、
蒙
古
源
流
の
よ
う
に
バ
ト

ム
ソ
ケ
を
相
手
に
択
ぶ
と
い
う
表
現
は
な
く
、
た
だ
「
カ
ー
ン
の
後

期
」
と
再
婚
す
る
こ
と
を
択
ぶ
と
記
し
て
い
る
。

　
こ
こ
ら
か
ら
見
る
と
、
ア
ル
タ
ン
ト
プ
チ
の
場
合
は
甚
だ
漠
然
と

し
て
い
て
、
再
婚
の
相
手
と
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
は
同
一
人
と
も
と
れ

る
し
、
ま
た
別
人
と
も
と
れ
な
く
は
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
再
婚
話

の
相
手
は
バ
ト
ム
ン
ケ
で
、
実
際
に
結
婚
し
た
の
は
弟
の
バ
ヤ
ソ
ム

ソ
ケ
す
な
わ
ち
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
と
云
う
推
測
も
成
り
立
ち
得
る
わ
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け
で
あ
る
。
こ
の
推
測
を
一
層
深
め
る
も
の
と
し
て
、
イ
ス
マ
イ
ル

戦
の
記
事
が
あ
る
。
イ
ス
マ
イ
ル
を
殺
し
た
ト
ゴ
チ
シ
グ
シ
は
、
生

き
残
っ
て
い
た
イ
ス
マ
イ
ル
の
夫
人
で
あ
る
シ
ギ
ル
夫
人
に
向
っ
て

怒
っ
て
云
う
に
は
、

　
　
汝
の
夫
の
ジ
ノ
ン
は
悪
く
な
か
っ
た
か
、

　
　
汝
の
子
の
カ
」
ン
は
悪
い
だ
ら
う
。

と
あ
る
。
シ
ギ
ル
夫
人
は
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ボ
ル
タ
・
ジ

ノ
ン
の
夫
人
で
あ
り
、
バ
ト
ム
ン
ケ
と
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ
の
母
で
あ
り
、

ボ
ル
タ
亡
き
あ
と
、
イ
ス
マ
イ
ル
と
再
婚
し
た
人
で
あ
る
。
汝
の
夫

の
ジ
ノ
ン
と
は
先
に
死
ん
だ
先
夫
の
ボ
ル
タ
を
さ
す
。
汝
の
子
の
カ

ー
ン
と
は
誰
を
指
す
だ
ろ
う
か
。
同
じ
夫
人
の
子
で
あ
る
ダ
ヤ
ソ
・

カ
ー
ン
は
こ
れ
よ
り
前
に
既
に
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
の
手
に
入
り
、
こ

の
と
き
ま
で
に
結
婚
し
て
い
た
か
ら
、
ト
ゴ
チ
シ
グ
シ
に
「
悪
い
」

と
評
価
さ
れ
る
人
物
で
は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
当
然
ほ
か
に
シ
ギ
ル

夫
人
の
子
で
カ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
人
物
で
、
し
か
も
ト
ゴ
チ
シ
グ

シ
ひ
い
て
は
、
そ
の
主
君
的
存
在
で
あ
る
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
に
と
っ

て
「
悪
い
」
存
在
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ
が
せ
ば
バ
ト
ム

ソ
ケ
以
外
に
は
な
い
。
ま
た
逆
に
悪
い
カ
ー
ン
が
バ
ト
ム
ン
ケ
と
す

れ
ば
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
は
明
ら
か
に
弟
の
バ
ヤ
ソ
ム
ン
ケ
に
な
る
。

　
し
か
る
に
、
こ
れ
が
蒙
古
源
流
に
な
る
と
表
現
が
全
く
異
る
。
説

話
の
テ
ー
マ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
も
、
再
婚
話
の
相
手
は
明
ら
か
に
バ
ト

ム
ン
ケ
に
限
定
し
て
あ
り
、
し
か
も
、
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
の
手
に
入

り
結
婚
し
た
相
手
も
す
べ
て
バ
ト
ム
ソ
ケ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

結
婚
と
即
位
の
記
事
を
引
用
す
れ
ば
、

　
　
か
く
て
、
戊
午
の
年
に
生
れ
た
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
が
御
年
三
十
三
歳
、

　
　
甲
申
の
年
生
れ
た
バ
ト
ム
ソ
ケ
が
御
年
七
歳
の
詩
結
婚
し
た
。
同
じ
庚

　
　
寅
の
年
に
、
ダ
ヤ
ソ
国
を
引
拠
す
べ
し
と
て
彼
を
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
　
推
尊
し
（
老
夫
人
の
前
に
て
即
位
せ
し
め
、

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
和
田
氏
を
は
じ
め
多
く
の
人

女
が
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
は
バ
ト
ム
ソ
ケ
な
り
と
い
っ
た
事
に
な
る
。

た
だ
こ
の
文
中
二
・
三
の
疑
問
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
ダ
ヤ
ソ
・
カ

ー
ン
は
大
元
可
汗
を
意
味
す
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
も
明
ら

か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
称
・
・
万
は
非
常
に
価
値
高
い
称
号
で
簡
単
に

称
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
称
号
に
類
似
し
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
、
例
え
ば
、
エ
セ
ソ
が
大
元
田
盛
（
天
聖
）
大
可
汗
を
称
し
た
が
、

そ
れ
は
内
外
モ
ソ
．
コ
リ
ア
を
武
力
統
｝
し
、
名
実
共
に
支
配
者
と
な

っ
た
時
点
で
、
部
衆
た
ち
も
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
を
認
め
た

上
で
、
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
マ
ソ
ド
グ
ル
が
可
汗
を
称
し
た
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の
も
、
そ
れ
ま
で
の
十
年
近
い
空
位
の
の
ち
、
ボ
ル
タ
や
ベ
ケ
リ
ス

ン
と
妥
結
し
、
事
実
上
で
モ
ン
ゴ
リ
ア
の
支
配
者
と
な
っ
た
時
点
で

付
け
た
。
い
つ
れ
も
政
治
的
軍
事
的
実
績
が
と
も
な
っ
て
は
じ
め
て

称
号
を
付
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
場
合
は
、
ま
だ
僅
か
に
七
歳
で
、
し
か
も
イ

ブ
ラ
ら
の
他
の
異
種
族
有
力
者
も
い
て
、
到
底
、
そ
の
称
号
に
ふ
さ

わ
し
い
実
績
が
と
も
な
っ
て
い
な
い
。
か
り
に
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
が

そ
の
後
の
活
躍
で
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
統
一
し
た
晩
年
に
付
け
ら
れ
た
も

の
と
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
納
得
が
い
く
。

　
ま
た
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
称
号
が
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
に
よ
っ
て

付
け
ら
れ
、
即
位
も
僅
か
に
老
夫
人
の
前
で
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
形
式
は
モ
ン
ゴ
ル
社
会
で
は
異
常
で

は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
櫓
落
ン
の
父
ト
ゴ
ン
は
可
汗
を
称
し
よ
う

と
し
て
、
衆
に
不
可
と
さ
れ
て
結
局
可
汗
の
位
に
つ
け
な
か
っ
た
し
、

ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
後
、
そ
の
長
子
が
懸
垂
し
た
の
で
弟
の
影
干

（。

n
ル
ス
ボ
ロ
ト
）
が
一
時
位
に
つ
い
た
が
、
更
に
そ
の
後
、
ト
赤

（
ボ
デ
ィ
ア
ラ
タ
）
が
位
に
つ
い
た
と
き
も
、
　
「
素
立
卜
赤
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
時
代
の
大
ク
リ
ル
タ
イ
と
ま
で
は
行

か
な
く
て
も
、
可
汗
の
位
に
つ
く
時
に
は
ま
だ
部
衆
が
か
な
り
大
き

な
役
割
を
演
じ
て
い
た
。
し
か
る
に
こ
の
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
場
合

は
マ
ソ
ド
カ
イ
失
人
の
独
演
で
行
な
わ
れ
た
と
解
さ
れ
、
異
常
で
あ

る
。　

こ
れ
に
比
し
て
、
同
じ
蒙
古
源
流
の
さ
ら
に
後
の
部
分
す
な
わ
ち

イ
ス
マ
イ
ル
を
打
ち
倒
し
た
記
事
の
あ
と
に
、

　
　
か
く
て
相
継
い
で
右
翼
三
万
よ
リ
ォ
ル
ド
ス
・
カ
ル
ガ
ダ
ン
ρ
ρ
義
？

　
　
α
ρ
コ
の
バ
イ
ン
ジ
ュ
グ
ル
・
ダ
ル
カ
ソ
切
㊤
滋
a
q
咽
口
脇
鳥
霞
ρ
9
鵠
、
ユ
、

　
　
ソ
グ
シ
ャ
ブ
の
ジ
ル
グ
ガ
ダ
イ
・
メ
ル
ゲ
ン
蜜
謎
q
餌
㊤
q
鉱
日
興
σ
q
①
海
、

　
　
ト
ゥ
メ
ン
・
モ
オ
ミ
ン
ガ
ン
の
ド
ゴ
ラ
ン
・
ア
グ
ル
ク
　
U
O
図
。
冨
昌

　
　
震
巳
ρ
麟
な
る
、
こ
の
三
大
臣
は
、
三
十
人
の
友
と
共
に
来
り
て
つ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
の
ご
と
く
い
う
、
大
福
あ
る
君
汗
即
位
し
た
ま
い
ぬ

と
あ
る
。
こ
こ
で
再
び
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
は
カ
ー
ン
位
に
即
位
し
た

も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
度
の
即
位
こ
そ
、
ク
リ
ル
タ
イ

に
近
い
形
式
の
も
と
で
の
即
位
で
あ
っ
て
、
私
は
こ
の
即
位
こ
そ
正

式
な
即
位
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
な
ら
ば
七
歳
の
即
位
は
実
際
に

は
何
時
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
こ
そ
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。

　
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
マ
ン
ド
グ
ル
が
成
化
十
五
年
こ
ろ
死

ん
だ
後
、
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
の
再
婚
話
が
で
た
と
き
、
ウ
ネ
ボ
ロ
ト

．59 （797）
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王
の
申
し
出
を
拒
ん
で

　
　
バ
ト
ム
ン
ケ
は
い
ま
テ
ム
ル
カ
ダ
ク
の
許
に
あ
り
と
聞
く
、
こ
の
者
の

　
　
あ
る
か
ぎ
り
我
は
他
人
に
嫁
が
ず
。

と
か
、

　
　
心
う
つ
さ
ず
、
堅
き
意
志
を
も
っ
て
幼
児
な
ろ
バ
ト
ム
ン
ケ
を
ま
ち
て

　
　
嫁
が
ん
。

な
ど
と
公
言
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
マ
ン
ド
カ
イ
夫

人
の
烈
し
い
決
意
、
執
念
と
ま
で
思
え
る
強
い
願
望
が
う
か
が
え
る
。

し
か
も
現
実
に
は
、
そ
の
相
手
の
バ
ト
ム
ソ
ケ
は
思
う
よ
う
に
手
に

入
ら
ず
、
多
く
の
困
難
を
お
か
し
て
弟
の
バ
ヤ
ン
ム
ン
ケ
だ
け
が
イ

ス
マ
イ
ル
側
か
ら
手
に
入
っ
た
。
し
か
し
夫
人
は
直
ち
に
バ
ヤ
ン
ム

ソ
ケ
と
結
婚
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
に
対
す
る
執
念
は

強
く
、
悪
文
資
料
に
よ
る
と
、
ま
だ
し
ば
ら
く
の
聞
は
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ

と
結
婚
せ
ず
に
い
た
よ
う
で
、
恐
ら
く
イ
ス
マ
イ
ル
と
の
妥
協
政
策

を
行
な
い
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
獲
得
の
機
会
を
待
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
結
局
、
バ
ト
ム
ン
ケ
が
イ
ス
マ
イ
ル
に
擁
立
さ
れ
て
、
小
王
子
カ

ー
ン
と
し
て
即
位
し
、
明
ら
か
に
敵
に
ま
わ
り
、
も
は
や
完
全
に
結

婚
で
き
な
い
と
見
極
め
た
時
点
で
、
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ
と
の
結
婚
に
踏

み
切
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
結
婚
や
即
位
、
命
名
は
あ

る
意
味
で
は
夫
人
が
バ
ト
ム
ン
ケ
と
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
’
、

た
と
い
う
挫
折
感
を
糊
塗
し
た
も
の
で
あ
り
、
他
面
で
は
、
烈
し
い

気
性
の
夫
人
が
バ
ト
ム
ン
ケ
小
王
子
に
対
抗
す
る
た
め
の
処
置
で
あ

っ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
結
婚
の
時
期
は
、
当
然
な
が
ら
バ
ト
ム

ン
ケ
小
王
子
の
即
位
の
時
期
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
言
う
ま
で
も

な
く
蒙
文
資
料
に
は
、
そ
の
手
懸
り
は
な
い
。
漢
文
資
料
で
も
、
ハ
ト

ム
ン
ケ
の
即
位
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
は
な
い
。
即
位
後
小
王
子
力

ー
ソ
と
し
て
最
初
に
で
て
く
る
の
は
、
成
化
十
七
年
五
月
で
あ
る
。

従
っ
て
、
バ
ト
ム
ン
ケ
は
マ
ソ
ド
グ
ル
・
カ
…
ン
の
死
後
一
年
十
ヵ

月
間
に
即
位
し
た
こ
と
に
な
る
軌
可
能
性
と
し
て
は
成
化
十
五
年
の

後
半
、
ま
た
は
十
六
年
も
あ
り
う
る
が
、
確
実
な
と
こ
ろ
で
は
十
七

年
の
は
じ
め
に
は
即
位
し
た
で
あ
ろ
う
。
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
と
バ
ヤ

ン
ム
ン
ケ
の
結
婚
も
そ
の
後
間
も
な
く
で
あ
る
か
ら
、
成
化
十
六
年

の
後
半
か
ら
、
確
実
な
と
こ
ろ
で
は
十
七
年
前
五
位
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
際
の
即
位
も
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
個
人
と
b
て
は
意
識
的
に
は
カ

ー
ン
の
即
位
と
し
て
行
な
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
言
う
の
は
、
バ

ト
ム
ン
ケ
は
長
子
と
し
て
、
第
一
候
補
老
で
は
あ
っ
た
が
、
長
子
だ

け
が
カ
ー
ン
位
を
継
承
す
る
と
云
う
絶
対
的
な
法
則
が
存
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ヤ
ソ
ム
ン
ケ
は
弟
で
第
二
候
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補
者
で
は
あ
っ
た
が
、
マ
ン
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
の
遺
産
を
継
承
す
る

と
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
バ
ト
ム
ソ
ケ
の
条
件
に
甚
し
く
劣
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
云
え
ば
、
当
時
モ
ン
ゴ
リ
ア
は
、

そ
の
覇
権
を
め
ぐ
っ
て
実
質
的
に
は
イ
ス
マ
イ
ル
と
マ
ソ
ド
カ
イ
夫

人
と
の
対
立
抗
争
状
態
に
あ
っ
た
が
、
表
面
的
に
は
幼
い
兄
弟
力
ー

ソ
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。

　
た
だ
し
、
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ
の
場
合
は
形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
当

時
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
で
は
非
合
法
的
手
段
に
よ
っ
た
も
の
で
、
公
認
は

さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
小
王
子
の
方
は
、
多
く
の

モ
ン
ゴ
ル
人
に
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
伝
わ
っ
イ
、
明
朝
で
小
王
子
（
カ

ー
ン
）
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
バ
ヤ
ソ
ム
ン
ケ
は
結
局

五
・
六
年
を
経
過
し
て
、
兄
の
バ
ト
ム
ソ
ケ
小
王
子
の
死
後
に
な
っ

て
、
始
め
て
第
二
次
即
位
で
公
認
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
史
実
と
モ
ン
ゴ
ル
説
話
と
は

か
な
り
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
を
知
る
．
、
モ
ン
ゴ
ル
説
話
が
何
故
こ

の
よ
う
な
表
現
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
見

よ
う
。

　
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
説
話
の
申
心
は
マ
ソ
ド
カ
イ

央
人
一
家
に
あ
り
、
そ
の
夫
人
の
美
化
を
計
っ
た
結
果
と
い
う
こ
と

が
出
来
る
。
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
は
最
初
マ
ン
ド
グ
ル
の
夫
人
で
、
主

人
が
カ
ー
ン
位
に
就
く
と
い
う
幸
運
に
め
ぐ
ま
れ
、
ダ
ヤ
ン
．
カ
ー

ン
と
結
婚
し
て
か
ら
も
、
若
い
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
に
代
っ
て
モ
ン
ゴ

リ
ア
を
支
配
し
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
弘
治
元
年
（
一
四
八
八
）
か

ら
同
十
一
年
ま
で
に
明
朝
に
三
回
も
朝
貢
使
節
を
派
遣
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
の
政
治
方
針
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
後
半
生
の
モ
ン
ゴ
リ
ア
統
一
の
基
礎
も
夫
人
の

実
力
を
と
も
な
っ
た
絶
大
な
権
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
。
ま
た
ダ
ヤ

ン
・
カ
ー
ン
と
の
間
に
七
子
を
生
み
、
そ
れ
ら
を
政
治
的
軍
事
的
指

導
者
に
育
て
、
そ
の
後
の
モ
ン
ゴ
ル
王
国
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。

書
わ
ば
、
彼
女
こ
そ
、
ま
さ
に
再
建
モ
ン
ゴ
ル
王
国
の
生
み
の
親
と

も
言
え
る
。
従
っ
て
そ
の
子
孫
た
ち
が
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
を
美
化
し

た
と
し
て
も
何
ら
不
思
議
は
な
い
。

　
た
だ
、
こ
の
誇
り
高
く
、
強
い
性
格
で
、
絶
大
な
権
力
岩
と
な
っ

た
マ
ン
ド
カ
イ
胡
人
に
も
、
生
涯
を
通
じ
て
思
う
よ
う
に
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
、
汚
点
と
も
云
う
べ
き
こ
と
が
二
つ
あ
っ
た
。
　
一
つ
は
、

執
念
を
燃
し
た
バ
ト
ム
ソ
ケ
と
結
婚
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
他
は
、

そ
の
正
統
カ
ー
ン
で
あ
る
バ
ト
ム
ン
ケ
に
五
・
六
年
間
反
逆
的
立
場

を
取
っ
た
あ
げ
く
、
攻
め
減
し
て
カ
ー
ン
位
を
笈
激
し
た
こ
と
で
あ
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る
α
そ
の
汚
点
を
取
り
除
く
最
も
良
い
方
法
は
、
バ
ト
ム
ン
ケ
と
パ

ヤ
ン
ム
ン
ケ
を
一
人
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な

方
法
と
し
て
は
主
と
し
て
二
つ
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。

　
一
つ
は
、
夫
人
が
カ
サ
ル
系
の
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
を
拒
否
し
て
バ
ト

ム
ン
ケ
と
結
婚
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
高
い
見
識

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
こ
の
見
識
が
チ
ソ
ギ
ス
・
カ
ー

ン
ー
元
朝
後
継
王
国
を
再
興
樹
立
す
る
動
機
に
な
っ
た
。
従
っ
て
こ

の
話
は
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
し
、
そ
の
説
話
の
主
人
公
の
バ
ト
ム
ソ

ケ
と
結
婚
で
き
た
こ
と
に
し
て
、
実
際
に
結
婚
し
た
パ
ヤ
ソ
ム
ン
ケ

を
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
称
号
を
媒
介
に
し
て
結
び
つ
け
、
出
生
そ
の

他
の
都
合
の
悪
い
記
事
を
削
除
し
て
、
恰
も
バ
ト
ム
ソ
ケ
即
ち
ダ
ヤ

ン
・
カ
ー
ン
に
す
る
と
云
う
強
引
な
方
法
で
あ
り
、
こ
れ
が
蒙
古
源

流
と
な
っ
て
残
さ
れ
た
。

　
他
の
一
つ
は
、
そ
れ
程
強
引
で
は
な
く
、
た
だ
、
バ
ト
ム
ン
ケ
と

バ
ヤ
ン
ム
ソ
ケ
の
本
名
を
全
部
削
除
し
て
、
カ
ー
ン
の
後
継
老
と
か
、

ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
と
云
う
称
号
の
み
を
残
し
、
漠
然
と
ダ
ヤ
ン
・
カ

ー
ソ
一
人
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
変
え
る
方
法
が
と
ら
れ
た
。
こ

れ
が
ア
ル
タ
ン
・
ト
プ
チ
と
な
っ
て
残
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
マ
ン
ド
カ
イ
夫
人
の
生
涯
は
、
史
実
が
美
化
と
云

う
方
向
で
次
第
に
昇
華
さ
れ
て
、
今
日
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
家
を
中

心
と
し
た
説
話
に
変
化
し
て
い
っ
た
。
た
だ
美
化
に
も
限
界
が
あ
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
、
後
人
を
し
て
疑
問
を
い
だ
か
せ
た
り
、
或
は
真

実
を
伝
え
る
事
実
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。
例
え
ば
、
蒙
古
源
流
が
ダ

ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
二
度
の
即
位
を
示
唆
し
、
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
は
ダ

ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
が
生
れ
た
時
の
名
前
の
よ
う
な
記
述
を
ま
ぬ
が
れ
ず
、

ま
た
一
見
疑
惑
を
い
だ
か
せ
な
い
よ
う
に
見
え
て
、
論
理
的
に
二

人
の
カ
；
ン
の
存
在
を
示
唆
す
る
「
汝
の
子
の
カ
ー
ン
は
悪
い
だ
ろ

う
」
な
ど
の
記
述
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。
更
に
満
漢
文
の
蒙
古
源
流

で
は
バ
ヤ
ン
ム
ン
ケ
の
名
前
を
そ
の
出
生
の
と
き
だ
け
で
は
あ
る
が

残
し
て
し
ま
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
明
朝
側
に
は
、
そ
れ
ら
の
説
話
が
作
り
だ
さ
れ
る

以
前
に
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
ほ
ぼ
史
実
と
同
時
代
的
に
真
相
が

伝
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
以
上
が
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
に
関
す
る
諸
資

料
に
対
す
る
私
の
解
釈
と
評
価
の
概
要
で
あ
る
。

五

ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
即
位
・
死
亡
年

な
ど
に
つ
い
て
の
補
足

ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
正
式
即
位
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
蒙
文
資
料
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で
は
明
確
に
し
え
な
い
。
漢
文
資
料
で
は
、
私
の
さ
き
の
論
文
で
も

触
れ
た
よ
う
に
、
萬
暦
武
功
録
に
は
、

　
弘
治
元
年
、
虜
可
汗
把
禿
認
可
死
、
止
血
顔
猛
可
購
。

と
あ
る
が
、
萬
暦
武
功
録
は
内
容
的
に
は
す
ぐ
れ
た
記
事
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
年
次
で
は
一
・
二
年
の
誤
差
が
あ

る
こ
と
も
多
く
、
信
頼
性
に
欠
け
る
、
そ
こ
で
、
私
は
明
実
録
の
二

化
二
十
三
年
（
一
四
八
七
）
三
月
二
食
の
、

　
　
巡
撫
遼
東
都
御
史
心
墨
等
等
、
ト
蘭
軍
衛
与
薬
寧
不
振
人
伝
報
、
小
王

　
　
子
已
死
。

と
、
同
じ
弘
治
元
年
（
一
四
八
八
）
五
月
乙
酉
の
、

　
r
先
言
、
北
虜
小
王
子
率
部
落
、
三
門
大
同
近
辺
。
至
是
、
奉
番
書
求
貢
、

　
　
書
辞
悸
慢
、
自
称
大
元
大
可
汗
。

の
二
つ
の
資
料
か
ら
、
前
小
王
子
（
．
ハ
ト
ム
ン
ケ
）
は
一
四
八
七
年

死
亡
、
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
小
王
子
は
一
四
八
八
年
即
位
と
の
み
記
し

て
お
い
た
。

　
し
か
る
に
、
私
の
後
に
発
表
さ
れ
た
佐
藤
・
岡
田
両
氏
と
も
結
局

私
と
全
く
同
じ
明
実
録
の
資
料
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
一
四
八
七
年

即
位
と
し
た
。
こ
こ
に
僅
か
で
は
あ
る
が
一
年
の
差
を
生
じ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
私
の
説
明
が
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
る
、

確
か
に
一
四
八
七
年
即
位
の
可
能
性
の
あ
っ
た
こ
と
を
付
け
加
え
る

べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
に
確
め
う
る
資
料
で
は
、
一

西
八
八
年
即
位
の
方
が
よ
り
正
確
で
あ
る
と
云
う
基
本
的
な
立
場
は

変
ら
な
い
。

　
こ
れ
が
、
当
時
の
明
朝
の
よ
う
な
漢
人
定
着
民
族
王
朝
で
あ
る
な

ら
ば
、
皇
位
継
承
法
は
堅
く
定
っ
て
い
て
、
特
別
な
事
情
の
な
い
限

り
、
前
皇
帝
が
三
月
に
死
ね
ば
、
そ
の
記
事
だ
け
で
次
の
皇
帝
が
同

年
中
に
即
位
し
た
と
断
定
し
て
、
ま
ず
誤
り
は
な
い
。

　
北
ア
ジ
ア
遊
牧
社
会
で
は
事
情
は
異
な
る
。
初
代
チ
ソ
ギ
入
・
カ

ー
ン
の
死
後
、
二
代
オ
ゴ
タ
イ
の
死
後
、
三
代
グ
ユ
ク
の
死
後
な
ど

何
れ
も
末
子
と
か
前
皇
后
（
カ
ト
ン
）
が
監
国
摂
政
を
し
て
、
空
位

一
年
あ
る
い
は
二
年
位
は
通
常
の
こ
と
で
あ
る
。
近
い
所
で
、
マ
ソ

ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
の
前
に
は
十
年
近
い
空
位
が
あ
り
、
ダ
ヤ
ソ
・
カ

ー
ン
の
死
後
に
も
カ
ー
ン
位
継
承
紛
争
が
あ
っ
た
。
先
に
あ
げ
た
順

義
王
家
の
場
合
で
も
空
位
時
代
が
常
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
遊
牧
社
会
で
は
、
カ
ー
ン
位
継
承
に
確
固
と
し
た
規

定
が
な
く
、
烈
し
い
紛
争
が
な
い
ま
で
も
、
常
に
あ
る
一
定
期
間
が

空
費
さ
れ
る
。
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
場
合
、
バ
ト
ム
ン
ケ
の
死
を
待

っ
て
い
た
事
情
は
察
せ
ら
れ
る
が
、
部
族
長
級
の
参
集
を
必
要
と
す
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る
集
会
に
は
、
ま
だ
イ
ス
マ
イ
ル
や
バ
ト
ム
ソ
ケ
の
残
党
が
散
在
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
急
に
参
集
す
る
こ
と
に
は
危
険
が
と
も
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
朝
貢
は
、
マ
ン
ド
カ
イ
夫
入
が
マ
ン
ド
グ
ル
・

カ
ー
ン
時
代
に
経
験
し
、
そ
の
遺
産
と
し
て
朝
貢
権
の
行
使
を
待
ち

望
ん
で
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
正
式
即

位
を
ま
っ
て
直
ち
に
年
来
の
望
み
を
達
し
よ
う
と
し
た
と
す
れ
ば
、

ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
即
位
は
一
四
八
八
年
間
公
算
も
大
き
い
。

　
い
つ
れ
に
し
て
も
、
遊
牧
社
会
で
は
、
前
カ
ー
ン
が
死
ん
だ
か
ら

と
言
っ
て
、
そ
の
年
に
即
位
し
た
と
い
う
確
実
な
積
極
的
根
拠
が
な

け
れ
ば
、
即
位
を
果
た
し
た
事
が
明
確
に
な
っ
た
年
を
も
っ
て
即
位

年
と
す
べ
き
で
あ
る
と
去
う
の
が
私
の
考
え
で
あ
る
。

　
次
に
死
亡
年
に
つ
い
て
も
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
私
は
先
の
論
文

で
、
ダ
ヤ
ソ
・
カ
…
ソ
の
究
は
、
漢
文
資
料
を
分
析
す
る
と
、
正
徳

十
四
年
（
一
五
　
九
）
前
半
か
、
同
十
五
年
後
半
か
の
二
説
を
あ
げ
て

お
い
た
が
、
後
老
に
つ
い
て
は
、
漢
文
資
料
に
否
定
す
る
積
極
的
根

拠
が
な
い
ま
ま
に
、
僅
か
の
可
能
性
を
認
め
た
だ
け
で
、
前
者
が
圧

倒
的
に
有
力
で
あ
る
と
強
調
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
佐
藤
氏
は
蒙
古
源
流
に
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
は
癸
卯
（
嘉
靖
二
十
二

年
、
一
五
四
三
）
潜
勢
と
あ
る
点
に
注
意
し
、
罫
書
は
己
卯
（
正
徳
十
四

年
）
の
誤
り
と
し
て
正
徳
十
四
年
説
を
取
っ
た
。
同
書
に
十
二
年
違

い
は
多
く
見
ら
れ
る
が
二
十
四
年
違
い
は
こ
こ
一
個
所
で
あ
っ
て
決

定
的
と
は
い
い
か
ね
る
が
、
氏
文
漢
文
両
資
料
か
ら
見
て
、
正
徳
十

四
年
死
亡
で
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
岡
田
氏
は
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
な
ど
の
蒙
文
資
料

の
在
位
年
か
ら
算
出
し
て
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
死
亡
年
は
嘉
靖
三
年

（一

ﾜ
二
四
）
と
す
る
。
岡
田
氏
に
よ
れ
ば
、
一
方
で
は
「
ア
ル
タ
ソ

ト
プ
チ
に
採
用
さ
れ
た
ト
メ
ッ
ト
所
伝
の
王
室
表
は
異
姓
の
可
汗
を

含
ま
な
い
が
そ
れ
以
外
の
各
代
に
つ
き
即
位
の
年
の
十
二
支
、
在
位

年
数
、
卒
年
の
十
二
支
を
記
し
た
も
の
で
、
最
も
正
確
で
あ
り
」

（
四
七
二
頁
）
と
述
べ
な
が
ら
、
ダ
ヤ
ソ
・
カ
；
ソ
に
関
し
て
は
、
猪

の
年
七
才
で
即
位
し
た
事
実
に
つ
い
て
何
ら
触
れ
る
こ
と
な
く
、
ま

た
四
十
四
才
死
亡
を
も
否
定
し
な
が
ら
、
た
だ
在
位
三
十
七
年
の
み

を
採
用
し
、
し
か
も
即
位
年
は
漢
文
資
料
に
よ
る
と
言
う
方
法
を
と

っ
て
い
る
。
ま
た
ガ
ソ
ガ
イ
ソ
・
ウ
ル
ス
ハ
ル
も
在
位
年
数
の
み
は

正
し
い
も
の
と
し
て
採
用
す
る
と
述
べ
な
が
ら
、
数
行
さ
き
に
ダ
ヤ

ソ
・
カ
…
ソ
の
あ
と
、
ボ
デ
ィ
ア
ラ
タ
・
カ
ー
ン
の
所
で
は
「
四
十

三
年
在
位
は
勿
論
誤
り
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
岡
田
氏
の
言
う
こ

と
は
、
論
理
的
に
矛
盾
す
る
所
が
少
く
な
く
、
何
れ
が
正
し
い
の
か
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判
断
し
か
ね
る
。

　
の
み
な
ら
ず
、
仮
り
に
そ
の
在
位
年
数
が
正
し
い
と
し
て
も
こ
れ

ら
添
文
資
料
の
即
位
年
の
基
準
は
私
の
所
謂
第
一
次
即
位
を
さ
し
、

漢
文
資
料
は
第
二
次
即
位
を
さ
す
。
従
っ
て
基
準
の
異
る
異
質
の
資

料
を
充
分
批
判
せ
ず
に
漢
文
資
料
の
即
位
年
に
蒙
文
資
料
の
在
位
年

を
加
え
て
死
亡
年
を
算
出
す
る
こ
と
は
、
そ
の
方
法
自
体
に
危
険
が

あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
岡
田
氏
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
要
す
る
に
根
拠
と
し
得
る
の
は
ア
ル
タ
ソ
・
ト
プ
チ
の
ダ
ヤ
ソ
・
ハ
ガ

　
　
ン
三
十
七
年
（
正
し
く
は
三
十
八
年
）
、
ボ
デ
ィ
・
ア
ラ
タ
・
ハ
ガ
ソ

　
　
ニ
十
四
年
と
い
ふ
在
位
年
数
の
み
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
成
化
二
十
三
年

　
　
に
ボ
ル
フ
親
王
が
零
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
始
め
て
理
解
さ
れ
る
年

　
　
紀
で
あ
る
。
　
（
岡
田
㊦
・
五
二
頁
）

と
し
て
、
以
下
詳
し
く
そ
の
没
年
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の

前
提
で
あ
る
べ
き
ボ
ル
タ
親
王
の
没
年
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
岡
田

氏
の
説
よ
り
十
年
以
上
も
早
く
成
化
十
二
年
こ
ろ
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、

そ
の
根
拠
も
ま
た
失
な
わ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
次
に
、
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
出
生
年
と
か
即
位
年
齢
に
つ
い
て
も

」
触
れ
て
お
こ
う
。
明
代
の
モ
ン
ゴ
ル
に
関
心
を
持
つ
人
は
必
ず
一
度

は
蒙
文
資
料
に
よ
っ
て
年
齢
な
ど
の
試
算
を
し
て
み
る
。
し
か
し
、

艶
文
資
料
の
数
字
は
、
干
支
の
誤
り
な
ど
の
法
則
性
を
考
慮
に
入
れ

て
も
合
理
的
に
解
釈
し
切
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
少
く
と
も
ダ
ヤ
ン

・
カ
ー
ン
こ
ろ
ま
で
は
勝
手
に
適
当
と
思
わ
れ
る
数
字
を
採
用
す
る

と
い
う
所
も
あ
る
。
私
は
こ
の
点
か
ら
こ
れ
ま
で
極
力
意
識
的
に
数

字
に
つ
い
て
は
避
け
る
方
針
を
取
っ
て
き
た
。
今
で
も
こ
の
基
本
的

立
場
は
変
り
な
い
。

　
し
か
し
、
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
に
つ
い
て
は
か
な
り
客
観
的
に
行
動

が
詳
し
く
知
り
得
る
段
階
に
到
達
し
え
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
推
測

の
域
を
で
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
見
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
私
は
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
七
才
結
婚
を
蒙
古
源
流
や
ア

ル
タ
ソ
・
ト
プ
チ
の
記
載
通
り
一
つ
の
基
準
と
し
て
記
し
て
き
た
が
、

こ
れ
は
如
何
に
も
不
合
理
で
事
実
は
こ
れ
と
異
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
手
掛
り
を
同
じ
蒙
古
源
流
の
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
出
生
年
に
も

と
め
る
と
、
同
書
で
は
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
が
甲
申
へ
天
順
八
年
、
一
四
六
四
）
、

バ
ヤ
ソ
ム
ン
ケ
が
戊
子
（
成
化
四
年
、
一
四
六
八
）
で
あ
る
。
バ
ト
ム
ソ

ケ
は
カ
ー
ン
と
し
て
明
実
録
に
で
て
く
る
の
が
成
立
十
七
年
で
十
八

才
、
イ
ス
マ
イ
ル
と
分
れ
て
一
軍
の
指
揮
官
と
な
っ
た
の
が
同
十
九

年
で
二
十
才
。
死
ん
だ
の
が
岡
二
十
三
年
で
二
十
四
才
と
い
う
こ
と
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に
な
り
、
そ
れ
程
誤
り
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
心
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー

ン
ー
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ
の
結
婚
は
さ
き
に
述
べ
た
通
り
、
成
化
十
六
・

七
年
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
生
れ
た
の
が
成
化
四
年
と
す
れ
ば
、
当
然

十
三
・
四
三
に
な
る
。
長
子
の
ト
ロ
ボ
ロ
ト
、
ウ
ル
ス
ボ
ロ
ト
の
双

生
児
が
生
れ
た
の
が
、
壬
寅
（
賢
聖
十
八
年
、
一
四
八
二
）
で
あ
る
か
ら

十
五
才
と
な
る
こ
れ
は
少
し
若
す
ぎ
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、
モ
ン
ゴ

ル
社
会
で
は
最
低
限
と
し
て
認
容
さ
れ
う
る
年
齢
で
あ
る
。
正
式
即

位
は
弘
治
元
年
の
二
十
一
才
の
時
、
死
亡
は
正
徳
十
四
年
の
五
十
二

才
。
以
上
が
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
の
生
涯
と
い
え
よ
う
。
ダ
ヤ
ソ
・
カ

ー
ン
の
出
生
・
死
亡
年
に
関
し
て
は
、
結
果
的
に
は
佐
藤
氏
と
全
く

同
一
で
佐
藤
氏
の
説
は
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

　
岡
田
磯
は
甲
申
の
正
当
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
バ
ト
ム

シ
ケ
の
出
生
年
で
あ
っ
て
不
適
当
で
あ
る
。

　
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
の
慕
業
に
つ
い
て
は
、
私
の
さ
き
の
研
究
お
よ

び
佐
藤
氏
の
論
文
に
基
本
的
に
は
加
え
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
と
オ
イ
ラ
ー
ト
や
明
朝
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
修

正
補
足
す
べ
き
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
ゆ
つ

る
こ
と
に
す
る
。

む
　
す
　
び

　
ダ
ヤ
ン
・
カ
ー
ン
に
関
し
て
は
、
細
革
漢
文
各
十
種
類
位
の
資
料

が
あ
る
。
し
か
庵
完
全
な
も
の
は
一
つ
も
存
在
し
な
い
。
出
生
・
即

位
・
死
亡
な
ど
の
年
次
を
と
っ
て
も
幾
種
類
か
あ
る
。
そ
れ
を
一
つ

一
つ
分
解
し
て
順
列
組
合
せ
式
に
作
り
あ
げ
れ
ば
恐
ら
く
数
十
の
ダ

ヤ
ン
・
カ
ー
ン
像
が
生
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン

を
め
ぐ
る
論
争
も
活
躍
に
行
な
わ
れ
る
可
能
性
は
充
分
に
存
在
す
る
。

要
は
各
資
料
を
分
析
批
判
し
て
、
最
も
妥
当
な
解
釈
を
施
し
て
決
定

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
本
稿
に
お
い
て
、
私
は
こ
れ
ま
で
の
漢
文
資
料
に
よ
る
成
果
を
背

景
に
、
蒙
文
資
料
を
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
千
支

な
ど
の
形
式
か
ら
で
は
な
く
、
主
な
人
物
や
事
件
の
内
容
の
分
析
か

ら
解
釈
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
の
和
田
・
佐
藤
・
岡
田
諸

氏
の
説
と
は
異
っ
て
、
ボ
ル
タ
親
王
は
マ
ソ
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
の
死

亡
以
前
に
死
亡
し
た
。
そ
の
際
に
、
バ
ト
ム
ソ
ケ
と
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ

兄
弟
は
母
シ
ギ
ル
夫
人
と
と
も
に
イ
ス
マ
イ
ル
の
保
護
下
に
入
っ
た
。

そ
の
後
、
マ
ソ
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
と
死
別
し
た
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
は

政
治
的
遺
産
を
背
景
に
バ
ト
ム
ソ
ケ
と
結
婚
し
よ
う
と
計
っ
た
が
失
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毒
し
、
弟
の
バ
ヤ
ン
ム
ソ
ケ
を
手
中
に
収
め
て
結
婚
し
た
ひ
そ
し
て

一
時
は
イ
ス
マ
イ
ル
と
彼
の
擁
立
し
た
バ
ト
ム
ソ
ケ
小
王
子
と
に
対

立
し
て
、
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
二
分
し
た
が
、
警
巡
二
十
二
・
三
年
に
マ

ン
ド
カ
イ
夫
人
側
の
勝
利
に
終
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
マ
ソ
ド
カ
イ

夫
人
の
再
婚
が
成
功
し
、
チ
ン
ギ
ス
・
カ
ー
ン
元
朝
系
の
モ
ン
ゴ
ル

王
国
を
再
興
し
て
、
夫
人
は
こ
の
王
国
の
生
み
の
親
的
存
在
に
な
っ

た
。
そ
し
て
こ
の
王
国
の
一
族
後
継
者
た
ち
は
夫
人
を
讃
美
す
る
あ

ま
り
、
夫
人
の
失
敗
や
汚
点
を
隠
蔽
な
い
し
偽
装
し
て
、
恰
も
夫
人

と
バ
ト
ム
ソ
ケ
と
の
結
婚
を
正
当
化
す
る
よ
う
に
説
話
化
し
た
。
こ

の
た
め
に
、
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
は
バ
ヤ
ン
ム
ソ
ケ
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
バ
ト
ム
ン
ケ
な
り
と
す
る
説
が
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
の
美
化

に
附
随
的
に
生
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

①
モ
ン
ゴ
ル
族
の
最
高
指
導
者
を
示
す
称
号
の
表
示
は
…
畏
し
て
い
な
い
。
例
え

　
ば
蒙
古
源
流
に
記
さ
れ
た
文
字
を
表
示
す
る
に
も
ρ
㊤
く
雪
目
避
雪
な
ど
が
あ
り
、

　
そ
の
外
に
単
に
ρ
ρ
戸
罵
p
旨
な
ど
も
あ
る
。
漢
文
の
音
訳
で
も
汗
・
可
汗
・
合

　
軍
・
懲
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
外
丙
げ
露
O
げ
ρ
σ
Q
げ
§
。
我
国
で
は
カ
ソ
、
カ
！
ソ
、

　
カ
ガ
ソ
、
ハ
ガ
ン
、
ハ
ー
ン
、
ハ
ソ
な
ど
様
々
で
あ
る
。
こ
れ
は
臼
本
の
仮
名
で

　
表
記
し
に
く
い
音
の
た
め
に
多
様
に
な
っ
た
理
由
の
外
に
、
本
質
的
に
は
、
モ
ソ

　
ゴ
リ
ア
自
体
に
お
い
て
、
時
代
に
よ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
異
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

　
こ
と
も
あ
る
。
従
っ
て
一
概
に
ど
れ
が
正
し
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ま
た
そ
の

　
外
に
、
こ
れ
ら
の
使
用
法
は
同
一
の
価
値
を
も
つ
称
号
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と

　
す
る
説
も
あ
る
。
例
え
ば
、
　
け
窃
q
。
ぎ
α
q
の
蒙
英
辞
典
に
よ
れ
ば
、
最
近
の
使
用

　
法
と
し
て
、
図
ρ
唄
雪
は
火
九
ー
ソ
を
意
味
し
、
拷
導
は
小
力
ー
ソ
を
意
味
す
る

　
と
し
て
、
政
治
的
地
位
の
格
差
を
認
め
る
。
村
上
正
二
氏
も
同
じ
様
な
説
を
述
べ

　
て
い
る
。
　
（
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
成
立
と
分
裂
」
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
9
）
た

　
だ
し
蒙
古
源
流
で
は
グ
ヤ
ソ
貞
p
く
9
口
が
ρ
器
位
に
即
い
た
と
逆
な
意
味
に
解

　
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
　
（
注
嬢
⑳
参
照
）
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
表
記
と
意
味
に

　
つ
い
て
最
終
的
結
論
は
で
に
く
い
ま
で
も
徹
底
的
に
調
査
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ

　
う
。
私
は
先
の
論
文
で
は
カ
ソ
と
し
た
が
本
稿
で
は
弔
文
資
料
を
多
く
引
く
必
要

　
上
力
ー
ソ
に
し
て
み
た
。

②
　
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
』
　
（
蒙
古
篇
）
東
洋
文
康
　
昭
和
三
十
四
年
。

③
萩
原
淳
平
「
ダ
ヤ
ソ
・
ヵ
ソ
の
研
究
」
『
明
代
満
蒙
史
研
究
』
京
都
大
学
文
学

　
部
、
昭
和
三
十
八
年
。

④
松
村
潤
『
明
代
満
蒙
史
研
究
』
批
評
、
『
東
洋
史
研
究
』
第
二
十
三
巻
一
号
。

⑤
佐
藤
長
「
ダ
ヤ
ソ
カ
ー
ソ
に
お
け
る
史
実
と
伝
承
」
『
史
林
』
第
四
八
巻
第
四
号
。

⑥
岡
田
英
弘
「
ダ
ヤ
ン
・
ハ
ガ
ソ
の
年
代
」
『
東
洋
学
報
』
第
四
十
八
巻
第
三
・

　
四
号
。

⑦
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
が
資
料
は
多
け
れ
ば
多
い
程
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

　
い
。
労
多
く
し
て
功
少
し
に
止
ら
ず
、
労
多
く
し
誤
り
多
い
結
果
に
も
な
り
か
ね

　
な
い
。
か
え
っ
て
混
乱
を
き
た
す
恐
れ
が
多
い
。
要
は
償
讃
す
る
に
足
り
る
根
本

　
資
料
を
中
心
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
岡
園
氏
は
十
種
類
程
の
蒙
文
資
料
を

　
あ
げ
て
い
る
が
、
結
局
今
の
と
こ
ろ
蚕
要
と
思
わ
れ
る
も
の
は
蒙
古
源
流
と
ア
ル

　
タ
ソ
ト
ブ
チ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
は
副
題
に
蒙
文
資
料
の
解
釈
を
中
心

　
と
し
て
と
記
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
前
記
二
種
に
限
っ
た
。

⑧
蒙
古
源
流
国
a
Φ
巳
虫
ぎ
8
σ
窪
は
特
別
の
場
合
を
除
い
て
は
、
主
と
し
て
江

　
実
氏
の
訳
注
（
京
都
、
昭
和
十
五
年
）
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
人
名
の
表
記
や
訳
、

　
と
く
に
要
約
の
揚
合
は
文
意
を
そ
こ
な
わ
な
い
程
度
に
改
め
た
所
も
あ
る
。
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」

⑨
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
氏
の
指
摘
し
た
通
り
（
佐
藤
六
二

　
頁
註
⑥
）
、
満
漢
本
蒙
古
源
流
に
し
か
で
て
こ
な
い
。
蒙
文
本
で
は
、
「
ボ
ル
タ
親

　
王
は
、
そ
の
二
十
九
歳
の
戊
子
の
年
か
ら
三
年
経
っ
て
、
三
十
一
歳
の
庚
寅
の
年

　
に
ム
ソ
ケ
ら
五
人
に
害
さ
れ
て
崩
じ
た
」
と
あ
る
。
こ
の
文
章
で
は
、
二
十
九

　
歳
の
戊
子
の
年
を
だ
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
何
を
意
味
し
よ
う
と
し
た
か
明
か
で
な

　
く
、
後
述
す
る
よ
う
に
作
為
に
よ
っ
て
、
バ
ヤ
ソ
ム
ソ
ケ
の
出
生
を
殊
更
削
除
し

　
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
論
述
上
満
漢
本
の
説
を
採
用
し
て
お
い
た
。

⑩
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
と
畠
ロ
ぎ
げ
窪
は
特
別
の
場
合
を
除
い
て
は
、
主
と
し
て

　
小
林
高
隣
郎
氏
の
訳
注
（
外
務
省
調
査
部
鮪
弟
三
課
、
昭
和
十
四
年
、
お
よ
び
同
氏

　
の
生
活
社
、
昭
和
十
六
年
）
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
人
名
の
表
記
や
訳
、
と
く
に

　
要
約
の
場
合
は
文
意
を
そ
こ
な
わ
な
い
程
度
に
改
め
た
所
も
あ
る
。

⑪
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
』
（
蒙
古
篇
）
の
三
七
九
頁
以
下
で
軽
羅
忽
太
子
に
っ

　
い
て
か
な
り
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、
最
も
垂
要
な
ボ
ル
タ
の
死
の
時
期
に
対
す

　
る
解
釈
は
私
と
異
っ
て
い
る
の
で
、
ポ
ル
ク
の
活
躍
の
経
過
を
示
す
た
め
に
、
資

　
料
的
に
は
重
複
す
る
が
、
私
も
簡
単
に
ふ
れ
て
お
い
た
。

⑫
　
佐
藤
長
「
ダ
ヤ
ソ
カ
ー
ソ
に
お
け
る
史
実
と
伝
承
」
。

⑬
　
田
村
実
造
「
明
代
の
オ
ル
ド
ス
ー
天
順
・
成
化
時
代
」
『
東
洋
史
研
究
』
第

　
十
九
巻
二
号
。

⑭
和
田
氏
は
こ
の
資
料
を
引
用
し
な
が
ら
伝
聞
の
誤
り
と
し
て
ボ
ル
タ
の
死
を
認

　
め
な
い
（
和
沼
三
九
　
頁
）
ば
か
り
で
な
く
、
次
に
あ
げ
た
成
田
十
四
年
七
月
の

　
李
羅
忽
の
死
を
報
じ
た
資
料
は
あ
げ
な
い
で
、
皇
明
経
世
文
編
の
余
子
俊
の
上
奏

　
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
あ
た
か
も
牽
羅
忽
は
成
化
二
十
年
ご
ろ
ま
で
奪
冠
し
て
い

　
た
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
（
漁
田
三
九
四
頁
）
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
そ

　
れ
と
言
う
の
も
和
田
氏
の
考
え
の
基
底
に
は
、
　
「
源
流
の
紀
年
は
固
よ
り
誤
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ボ
　
ル

　
あ
る
が
、
此
の
辺
は
大
体
順
繰
り
に
違
っ
て
い
る
や
う
で
あ
る
か
ら
、
或
は
博
勒

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ソ
　
ド
　
ゲ
　
ル

　
呼
三
農
の
死
が
満
都
古
勒
汗
の
死
よ
り
三
年
程
後
だ
と
い
う
こ
と
だ
砂
は
事
実
で

　
　
　
　
　
　
　
／

　
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
」
（
和
田
三
九
六
頁
）
の
よ
う
に
蒙
古
源
流
を
基
準
に
し
て

　
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
佐
藤
・
岡
田
両
氏
が
マ
ソ
ド
グ
ル
・
カ
ー
ン
の
後
に

　
ボ
ル
タ
の
即
位
を
認
め
た
の
も
こ
の
和
田
説
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑮
蒙
古
源
流
の
ウ
ネ
ボ
ロ
ト
王
と
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
の
ノ
ヤ
ソ
ボ
ロ
ト
王
は
同
一

　
人
を
指
す
。
そ
の
ほ
か
各
写
本
に
よ
っ
て
同
一
人
名
の
書
き
方
に
多
少
異
っ
た
も

　
の
も
あ
り
、
ま
た
引
用
し
た
諸
氏
の
研
究
論
文
中
の
引
用
文
も
各
人
に
よ
っ
て
表

　
記
の
仕
方
が
異
な
る
揚
合
が
多
い
。
表
題
や
重
要
文
の
よ
う
な
場
合
は
原
文
を
引

　
乏
し
た
が
、
そ
の
外
で
は
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
勝
手
に
改
変
し
た
所
も
少
く
な

　
い
。

⑯
『
蒙
古
世
系
譜
』
に
よ
る
と
、
毛
礼
海
王
布
三
諦
玉
詠
太
（
別
勒
古
台
）
之
後
、

　
素
有
功
訓
蒙
聖
者
也
。
と
あ
る
。

⑰
明
実
録
成
化
三
年
春
正
月
丙
子
（
蒙
古
篇
四
・
八
三
頁
）
に
は
、
毛
里
該
又
殺

　
死
学
来
、
又
新
立
一
可
汗
。
有
薬
量
出
少
誉
者
、
与
毛
里
核
網
鳥
殺
。
毛
里
核
殺

　
三
新
立
可
汗
。
と
あ
り
、
こ
の
一
可
汗
は
雲
底
資
料
に
よ
れ
ば
、
モ
ラ
ソ
．
カ
ー

　
ソ
に
あ
た
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

⑱
明
実
録
成
化
四
年
冬
十
月
辛
卯
（
蒙
古
篇
四
・
＝
～
六
頁
）
に
は
、
巡
撫
宣
府
左

　
愈
都
御
史
鄭
寧
切
離
、
朶
顔
衛
千
戸
奄
可
肝
木
児
伝
説
、
十
月
間
、
欲
与
毛
里
核

　
讐
殺
。
と
あ
り
、
そ
の
後
翌
年
に
は
故
毛
里
核
と
あ
っ
て
、
四
年
に
死
ん
だ
も
の

　
と
思
わ
れ
る
。
　
（
和
田
・
三
六
八
百
ハ
、
参
照
）

⑲
拙
稿
「
明
初
の
北
辺
に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
十
九
巻
二
号
三
七
頁
。

⑳
和
田
清
『
東
亜
史
研
究
』
　
（
蒙
古
篇
）
七
九
八
頁
以
下
。
更
に
詳
し
く
研
究
し

　
た
も
の
と
し
て
、

　
青
木
富
太
郎
「
セ
ソ
ゲ
の
順
義
王
二
野
に
つ
い
て
」
『
東
方
学
』
十
四
巻
。

　
同
　
　
　
　
「
テ
ユ
ル
ゲ
の
順
義
王
承
襲
に
つ
い
て
」
『
史
学
雑
誌
』
六
十
六
巻

　
　
八
号
。

　
洞
　
　
　
　
「
ポ
シ
ョ
ク
ト
の
書
証
王
承
襲
に
つ
い
て
」
『
北
ア
ジ
ア
民
族
学
論
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ダヤソ・カーンをめぐって（萩原）

　
　
集
』
二
号
。

⑳
蒙
古
源
流
に
よ
る
と
、
こ
の
対
イ
ス
マ
イ
ル
戦
に
、
ゲ
レ
ボ
ロ
ト
（
ゆ
。
お

　
b
d
o
δ
O
）
や
ゲ
レ
サ
ソ
ジ
ャ
（
Ω
o
お
。
。
帥
己
9
）
ら
十
｝
汗
（
皇
子
）
に
い
た
る
ま

　
で
皆
イ
ス
マ
イ
ル
の
檀
ま
ま
に
ふ
る
ま
う
を
聞
い
て
、
と
あ
る
が
、
彼
ら
は
こ
の

　
時
に
ま
だ
生
れ
て
い
な
い
。
説
話
的
に
作
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

　
て
、
ア
ル
タ
ソ
ト
プ
チ
で
は
、
こ
の
戦
闘
で
活
躍
し
た
ト
ゴ
チ
シ
グ
シ
や
エ
セ
ソ

　
ト
ウ
ゲ
ル
（
国
ω
Φ
＝
同
偉
α
q
巴
）
、
チ
ャ
ガ
ソ
ア
マ
（
○
ρ
く
p
中
学
旨
騨
）
、
チ
ュ
ブ
ソ
．
バ

　
ガ
ト
ー
ル
（
く
O
三
口
β
切
避
暮
霞
）
ら
十
数
名
の
大
官
武
将
ら
し
き
人
名
が
あ
げ
て

　
あ
り
、
全
力
を
尽
し
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
真
実
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑫
　
拙
稿
、
「
小
王
子
に
関
す
る
｝
考
察
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
十
七
巻
第
四
号
。

⑬
　
こ
の
戦
は
所
調
天
下
分
け
目
の
決
戦
と
も
云
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
明
実
録

　
を
見
る
限
り
、
こ
の
決
戦
ま
で
は
マ
ソ
ド
カ
イ
夫
人
側
に
つ
い
て
は
重
ん
ど
著
し

　
い
記
薯
は
な
く
、
、
専
ら
イ
ス
マ
イ
ル
と
小
王
子
バ
ト
ム
ソ
ケ
側
の
活
量
な
行
動
が

　
記
さ
れ
、
イ
ス
マ
イ
ル
軍
優
勢
を
思
わ
せ
る
が
、
結
局
、
マ
ン
ド
カ
イ
軍
の
ト
ゴ

　
チ
シ
グ
シ
の
奇
策
と
鉄
砲
の
威
力
に
イ
マ
ス
イ
ル
が
敗
死
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
　
た
だ
一
個
所
即
位
の
と
き
に
バ
ト
ム
ソ
ケ
・
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
と
で
て
く
る
が

　
こ
れ
は
前
後
の
事
情
か
ら
み
て
、
後
に
殊
更
付
け
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

㊧
　
こ
の
引
用
文
の
最
後
の
所
は
重
要
な
所
で
あ
る
か
ら
、
所
謂
ウ
ル
が
本
（
閑
ユ
。
げ

　
缶
器
鉱
ω
o
詞
壁
器
国
霧
号
9
冠
罵
け
α
o
。
。
目
。
昌
σ
q
o
一
二
9
自
○
①
ω
〇
三
〇
窪
ω
芝
⑦
蒔
ω

　
〈
o
コ
ω
。
8
ロ
ω
p
σ
q
p
ロ
σ
q
旧
ゆ
㊤
匡
昌
巳
0
㎝
）
　
か
ら
μ
i
マ
ナ
イ
ズ
し
て
見
る
と
、

　
り
p
曳
餌
コ
ρ
9
嘱
2
。
昌
犀
Φ
日
。
口
昌
。
お
団
一
鳥
μ
臣
①
ω
一
ρ
騨
2
昌
出
。
日
郎
昌
①
ρ
ρ
昌
。
旨
昌
山

　
紹
春
著
謎
巴
．
（
O
重
く
）
と
な
り
、
カ
ソ
（
ρ
書
）
位
に
つ
い
た
と
あ
る
。
注
①

　
参
照
。
な
お
、
こ
の
第
一
次
即
位
は
、
内
容
か
ら
見
て
事
実
は
即
位
と
云
う
程
の

　
も
の
で
な
く
、
正
統
性
を
貫
く
た
め
に
後
に
誇
張
ざ
れ
て
作
り
変
え
ら
れ
た
も
の

　
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

⑳
　
蒙
古
篇
三
・
四
八
四
頁
。

⑳
ウ
ル
が
本
に
よ
っ
て
最
後
の
部
分
を
ロ
ー
マ
ナ
イ
ズ
す
る
と
、
日
9
，
嘱
窟
。
磯
暮
鳳

　
＆
o
昌
導
貯
ロ
ρ
騨
ロ
。
δ
冨
α
ロ
吋
ぐ
騨
ロ
器
く
鐸
く
β
と
な
り
、
注
㊧
に
つ
づ
い
て
二

　
度
カ
ソ
（
ρ
彗
）
位
に
つ
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
注
①
参
照
。

鰺
　
岡
田
氏
は
「
ダ
ヤ
ソ
・
ハ
ガ
ン
の
年
代
」
の
最
初
の
部
分
で
、
漢
文
資
料
の
外

　
国
伝
に
つ
い
て
日
本
民
の
こ
と
を
引
用
し
て
異
民
族
に
関
す
る
揚
合
に
は
誤
っ
た

　
情
報
が
紛
れ
込
む
率
が
甚
だ
高
い
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
が
、
日
本
と
蒙
古
と
を

　
比
較
す
る
こ
と
自
体
に
疑
問
を
も
つ
。
云
う
ま
で
も
な
く
漢
民
族
は
飼
奴
以
来
千

　
年
以
上
も
苦
し
め
ら
れ
、
白
鳥
庫
吉
氏
に
よ
れ
ば
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
は
南
北
罠
族

　
の
抗
争
史
で
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
、
塩
実
明
朝
創
立
直
前
ま
で
漢
民
族
は
約
百
年

　
に
わ
た
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
族
に
征
服
支
配
さ
れ
て
お
り
、
明
代
に
入
っ
て
か
ら
も
英

　
宗
が
捕
虜
に
な
っ
て
い
る
。
明
朝
が
如
何
に
政
治
的
経
済
的
（
防
衛
費
を
含
む
）

　
に
蒙
古
と
の
関
係
に
苦
し
ん
だ
か
は
『
明
代
満
蒙
史
料
』
　
（
蒙
古
篇
）
十
研
を
見

　
れ
ば
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
、
到
底
日
本
と
の
関
係
と
比
較
で
き
な
い
こ
と
は
明

　
ら
か
で
あ
る
。

　
　
ま
た
、
「
ダ
ヤ
ソ
・
ハ
ガ
ソ
の
時
代
に
は
明
と
蒙
古
と
の
間
に
あ
ま
り
接
触
が

　
多
く
な
く
、
従
っ
て
明
入
が
蒙
古
の
内
情
に
関
心
を
持
つ
こ
と
も
少
か
っ
た
こ
と

　
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
如
何
な
る
根
拠
に
も
と
つ

　
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
朝
貢
の
使
者
も
し
ば
し
ば
訪
れ
、
降
服
者
も
か
な
り
あ

　
る
ば
か
り
で
な
く
、
特
に
は
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
は
五
聖
・
七
万
の
軍
を
派
遣
し
て

　
侵
入
掠
奪
し
、
そ
の
規
模
は
エ
セ
ソ
や
ア
ル
タ
ソ
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

　
防
衛
の
た
め
に
武
宗
は
し
ば
し
ば
北
方
防
衛
拠
点
を
訪
れ
、
と
く
に
正
徳
十
二
年

　
に
は
親
ら
臨
州
に
お
い
て
軍
・
を
指
揮
し
ダ
ヤ
ソ
・
カ
ー
ン
軍
と
戦
っ
た
。
三
日
間

　
の
戦
闘
の
う
ち
最
後
の
日
に
は
八
時
間
に
わ
た
り
百
除
合
も
戦
っ
た
と
い
う
。
こ

　
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
次
の
機
会
に
ゆ
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
・
京
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Dayan　Qagan　and　His　Milieu

An　lnterpretation　of　the　Mongolian　Sources

by

Junpei　Hagiwara

　　The　incomplete　and　conflicting　nature　of　the　available　sources　has

己1ed　to　uncertainty　and　even　colltroversy　over　the　person　and　career　of

Dayan　qagan．　Gareful　comparison　of　the　Chinese　and　Mongoli耳n

records，　stressing　Personality　and　the　s圭gni且cance　of　events　rather

than　chronology，　shows　that　the　latter　are　overly　centered　on　Dayan’s

consort，　Manduqai　qatun，　and　distort　historical　fact　in　giorifying　her

achievernents．

　　The　Dayan　qagan　of　the　Mongol圭an　sources　would　appear　to　corrspond

to　Batu　m6ngke，　but　the　historical　Dayan　qagan　was　actually　the

younger　brother　of　the　latter，　Bayan　m6ngke．　Their　father　Bolqu

jinong　had　already　died　during　the　reign　of　Manduqai’s　丘rst　husbatid，

Mandugul　qailan．　After　the　death　of　Mandugul　the　family　and　its　for．

tunes　fell　under　the　protection　of　Ismai1，　who　succeeded　in　having　Batu

m6119ke　made．qatian．　DisapPQinted　in　her　hopes　to　marry　the　new

ruler，　the　politically　ambit圭ous　Manduqai　settled　instead　for　his　younger

brother，　and　for　seveta1　years　tlle　two　factions　stood　in　opposition。　In

1486－1487，however，　Manduqai　and　Bayan　m6ngke　gai！ユed　the　upper

hand，　and　in　1488　Bayan　n16ngke　was　formally　i1ユstalled　as　Dayall　qaぢan。

　　Manduqai　thus　played　an　important　part　in　the　subsequent　restoratio益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ
of」the　for七unes　of　the　line．of　Cinggis；and　in　the　attempt　to　glorify

her　contributions　the　Mongolian　sources　have　glossed　over　her　short

period　of　ec王ipse，　making　it　appear　that　her　second　marriage　was　to

the　o｝der　brother，　Batu　mδngke，　and　that　it　was　he　who　then　became

Dayan　qagan。

（9Q5）




